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今
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高
藤
昭七
一
議
会
は
立
法
を
（
識
四
一
条
）
、
政
府
は
議
会
に
よ
っ
て
立
法
さ
れ
た
法
律
の
執
行
（
患
七
三
条
一
号
）
を
中
心
と
す
る
行
政
を
、
と
い
う
議
会
と
政
府
と
の
古
典
的
な
職
務
分
担
の
観
念
に
し
た
が
え
ば
、
議
員
が
法
律
案
を
提
案
す
る
こ
と
は
、
そ
の
固
有
の
職
務
で
あ
り
権
限
で
あ
る
の
に
反
し
、
政
府
に
よ
る
法
律
案
の
議
会
へ
の
提
川
は
そ
の
本
来
的
職
務
で
も
椛
限
で
も
な
い
。
現
行
憲
法
に
お
い
て
も
、
政
府
に
よ
る
法
祁
案
拠
川
の
机
拠
は
、
七
二
条
に
よ
る
内
剛
総
理
大
臣
の
職
務
と
し
て
の
国
会
に
対
す
る
「
議
案
」
の
提
出
の
な
か
に
か
ろ
う
じ
て
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
議
会
と
政
府
と
の
職
務
分
担
関
係
の
古
典
的
理
解
、
あ
る
い
は
恋
法
体
系
上
の
位
価
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は政府提出立法が圧倒的優位を占め、議貝從川によって成立した法案は全体のごく一部をなすにすぎないことは周知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
労
働
立
法
の
分
野
で
も
例
外
で
は
な
い
。
現
行
憲
法
下
、
労
働
立
法
分
野
で
成
立
し
た
識
員
立
法
を
示
す
と
次
表
の
と
お
り
で
、
第
一
国
会
か
ら
第
九
一
国
会
（
昭
和
五
四
・
一
二
・
二
一
’
五
五
・
五
・
一
九
）
ま
で
の
側
に
既
存
法
休
の
一
部
改
正
法
を
含
め
て
、
わ
ず
か
に
一
九
件
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
同
期
側
に
お
い
て
成
立
し
た
政
府
提
出
法
が
一
○
四
件
二
部
改
正
を
含む。）であることに対比すればその劣勢は敵うべくもない。
現行憲法下におけるこのような議員立法の低調さは、法律の制定にともなう予算編成権が政府にあること（態七三
条六勝）、それとの関係もあって、国会法が、議貝が法案を提案するには、衆議院では議貝二○人以上、参議院では
妓近の労働立法における蒋干の動向についてい
〔四〕労働立法分野における議貝立法の総折と今後の課題
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同
一
○
人
以
上
、
予
算
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
衆
議
院
五
○
人
以
上、参議院二○人以上の賛成
を
要
す
る
こ
と
と
し
て
い
て
（
五
六
条
）
、
議
員
立
法
に
抑
制
的
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
憲
法
が
議
院
内
側
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
爪
囚
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
議
院
内
閣
制
の
も
と
で
は
議
会
と
政
府
は
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
と
く
に
政
党
政
治
の
も
と
で
は
、
多
く
の
場
合
議
員
数
の
過
半
数
を
し
め
る
与
党
ｌ
し
た
が
っ
て
、
議
員
立
法
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
こ
の与党の賛成を必要とするの
が普通１－と政府とは不可分
一体の関係があり、与党議員
七三
岐近の労働立法における若干の動向について③
七
四
は
み
ず
か
ら
法
案
の
立
案
、
提
案
の
煩
頂
な
労
を
と
る
こ
と
な
く
、
政
府
を
し
て
立
法
案
を
提
Ⅲ
せ
し
め
う
る
し
、
ま
た
政
府
提
川
法
案
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
自
己
の
意
に
そ
う
よ
う
な
内
容
と
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
議
院
内
閣
制
の
も
と
で
は
、
立
法
府
と
い
う
議
会
の
伝
統
的
観
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
立
法
は
む
し
ろ
例
外
的
に
の
み
存
在
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
例
外
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
当
該
法
案
に
対
し
て
政
府
が
消
極
的
で
あ
る
と
き
、
多
数
の
省
庁
に
ま
た
が
る
事
頂
で
あ
る
た
め
政
府
部
内
で
の
意
見
調
整
Ⅱ
法
案
の
立
案
が
困
難
で
あ
る
と
き
、
と
く
に
与
党
主
導
で
法
案
を
成
立
せ
し
め
る
要
誠
の
強
い
と
き
、
ま
た
野
党
と
の
政
論
的
か
け
引
の
関
係
で
の
必
要
性
の
あ
る
と
き
、
さ
ら
に
、
Ⅲ
民
の
総
意
を
代
表
し
て
、
雛
此
の
手
に
よ
り
超
党
派
的
に
立
法
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
き
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
が
、
戦
後
三
十
有
余
年
の
間
の
労
働
分
野
で
の
議
員
立
法
成
立
件
数
他
々
一
九
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
予
算
を
伴
う
法
律
案
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
自
然
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
議
会
は
、
政
府
か
ら
提
川
さ
れ
た
爪
案
に
つ
い
て
瀞
諭
し
、
そ
の
内
雰
に
不
満
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
否
決
し
、
あ
る
い
は
修
正
を
加
え
れ
ば
、
立
法
府
と
し
て
の
機
能
は
は
た
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
提
川
立
法
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
行
政
担
当
新
の
側
か
ら
の
立
法
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
で
は
多
く
の
場
合
官
僚
主
導
立
法
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
上
か
ら
の
立
法
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
立
法
に
よ
っ
て
恩
忠
を
受
け
る
べ
き
主
椛
者
た
る
国
民
の
立
場
よ
り
も
、
と
か
く
宮
の
側
の
立
場
や
配
噛
が
優
先
的
に
働
き
、
真
に
国
民
の
た
め
の
立
法
た
り
え
な
い
体
質
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
は
、
議
会
に
お
い
て
議
員
修
正
す
れ
ば
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
、
そ
の
効
果
を
十
分
期
待
す
る
ことはできない。そうだとすれば、政府提案立法の優越はすでに議会制民主主義の空洞化を招いているのであって、
主
権
者
た
る
国
民
に
多
大
の
不
利
益
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
議
員
立
法
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
。
議
員
立
法
は
、
国
民
が
面
接
週
川
し
た
議
貝
に
よ
る
立
法
と
し
て
、
「
国
民
の
、
国
民
に
よ
る
、
国
民
の
た
め
の
」
立
法
と
い
う
に
ふ
さ
わ
しく、議会制民主主義の華ともいうべきものである。この議員立法の意義は、労働立法分野においてはとくに重要性
を
も
つ
。
労
働
立
法
は
、
上
か
ら
の
立
法
で
は
な
く
、
社
会
経
済
的
状
勢
や
産
業
構
造
の
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
労
働
者
の
生
活
状
況
の
変化に即応した、いわば下からの立法の強く要請される立法分野である。したがって、政府提案立法よりは直接労働
者に密着した議員提案による立法が好ましいのである。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
は
、
議
員
立
法
を
成
立
さ
せ
る
に
足
り
る
議
員
数
を
確
保
し
た
多
数
党
が
保
守
党
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
ことが長く続いた場合である。労働法は既存の市民法原理、市民法秩序を破って新しい立法原理を鞠入した法秩序形
成の主役となる革新的性格をもち、しかもそれは利害あい反する労使関係を前提とするゆえに、その状態のもとでは、
こ
の
分
野
で
の
議
員
立
法
は
お
の
ず
か
ら
消
極
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
労
働
立
法
の
推
進
母
体
と
な
る
の
は
多
く
労
働
考
側
の
利
益
を
代
表
し
た
革
新
政
党
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
立
法
提
案
は
な
さ
れ
る
も
の
の
（
付
表
参
照
）
、
少
数
政
党
の
た
め
に
大
部
は
廃
案
の
愛
き
め
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
の
わ
が
国
で
は
片
山
内
側
時
代
を
除
き
、
こ
の
状
態
が
続
く
の
で
あ
っ
て
、
議
員
立
法
成
立
件
数
の
さ
き
に
み
た
よ
う
な
少
な
さ
は
、
こ
こ
に
も
脈
因
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
茄
新
側
野
党
の
提
案
し
た
立
法
案
は
、
た
と
え
ば
駐
慨
服
関
係
離
職
者
等
臨
時
梢
侭
法
の
よ
う
に
、
そ
の
と
き
の
政
治
状
勢
に
よ
っ
て
は
与
党
の
賛
同
を
え
て
陽
の
目
を
み
る
こ
と
も
あ
る
（
後
述
）
。
ま
た
廃
案
に
は
な
っ
て
も
、
革
新
政
党
提
案
と
し
て
当
然
のことながら、将来の立法をリードする新しい原理に立った重要法案であることが多いことから、その提案によって、
そ
れ
と
同
一
指
向
を
も
つ
政
府
提
案
立
法
を
誘
導
し
、
先
導
す
る
力
の
あ
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本稿は、現行憲法制定以来三十有余年を経た今日、さきに述べたような議会制民主主義の華としての議員立法が、
労
働
立
法
の
分
野
に
お
い
て
い
か
な
る
成
果
を
は
た
し
た
か
を
ふ
り
返
り
、
現
に
い
か
な
る
課
題
を
負
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
妓近の労働立法における若干の動向について仰
七五
が
っ
て
ゆ
く
。
議員立法として成立した一九件の立法のなかには、労働委員会委員の定数増を実現した労働組合法の一部改正のよ
う
に
、
内
容
的
に
さ
ほ
ど
の
遁
要
性
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
労
働
立
法
発
展
史
上
評
価
す
ぺ
き
麺
要
な
内
容
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
（１）
まず昭和二八年災における失業保険と矢対事業の特例法は、風水害のような特定地域における労働者の生活上の危機
に際して一般労働保護法規の特例的措低をとるという立法形態の原型をなすものであった。それは直接風水害に関す
る
も
の
と
し
て
は
昭
和
三
四
年
災
に
お
け
る
同
械
の
政
府
立
法
を
引
き
川
し
、
さ
ら
に
そ
の
つ
ど
の
風
水
害
ご
と
の
臨
時
的
立
法
で
は
な
く、激じんな災害にそなえた恒久法としての「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」へとっな
な
お
、
議
員
の
立
法
活
動
は
、
立
法
提
案
の
ほ
か
、
政
府
提
川
案
に
対
す
る
議
員
修
正
、
附
帯
決
識
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
労
働
立
法発展史上に残した足跡は顕著なものがある。したがって、これら立法提案以外の議且活励を考倣にいれないことは、
本稿の主題からみて大きな欠陥となろう。しかし、この点は私の力の及ばなかったこと、そして、なんといっても識
且修正などは識瓜の立法活動として政府提案を受けての受身的なもので、その秋極性においては立法提案がもっとも
ま
さ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
限
定
し
て
も
一
応
の
成
来
は
あ
げ
う
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
妓近の労働立法における若干の動向について㈹
七六
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
述
ぺ
た
こ
と
か
ら
、
地
に
成
立
し
た
議
貝
立
法
の
み
で
な
く
、
廃
案
と
な
っ
た
（
撤
回
さ
れ
た
も
の
を
含む。）立法案をも対象とする。また対象としたのは、現行憲法制定以後の第一国会から、第九一国会（昭五四・一
二’五五・五）までである。
〔
二
〕
成
立
し
た
議
員
立
法
の
成
果
社会保険労務士法は、従来行政諜士の独占的業務であった社会保険法関係法規、労基法などの労働法規上の行政庁
への珈務手続の代行業務を行政書士以外の者が事実上行っていた実態をふまえ、これを法的に認知して、新たな法律
制度としての独占的代行業務を立法化したものである。それ自体としては労働立法とはいえないが、その制度創設に
よって、間接的に労働者が正当な社会保険・労働法規上の利益を受けることを促進することとなる点で労働立法とし
ての性格を認めることができる。
こ
の
よ
う
に
各
立
法
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
も
つ
が
、
な
か
ん
づ
く
以
後
の
立
法
を
先
導
す
る
パ
イ
オ
ニ
ァ
ー
的
意
味
を
も
っ
た
の
岐近の労働立法における若干の動向について㈹
七
七
ま
た
労
働
金
庫
法
は
、
労
働
組
合
等
を
会
員
と
し
、
会
員
ま
た
は
会
員
を
榊
成
す
る
者
か
ら
の
預
金
の
受
入
れ
、
ま
た
は
会
員
に
対
す
る貸付業務などをなす労働者による、労働者のための独特の金融機関を創設した。
さらに、日本勤労者住宅協会法は、「戦後」の終りとともに相対的に改善されてきた衣と企に比し住の立ち遅れが
顕著となってきた状況を背景とし、住宅の公的供給機関（住宅公団、地力住宅供給公社等）とならんで勤労者の自主
的組織、勤労者の蓄秋した資金によって良好な住宅が勤労者の手に渡ることをねらいとして制定されたものであった。
すなわち、労働金成と同迎合会、洲機生活協同紐合と、迎合会、その他の勤労者の桐利団体を川安者とし、勤労瀞住
宅の建設、撰貸その他の杵理および譲渡などを業務とする「Ⅱ本勤労者住宅協会」を設立したものである。国の助成
としては、住宅金融公庫、年金福祉事業団からの融資の配慮と、税法上の優遇措置がとられているていどであって、
ねらいはあくまでも勤労者の組織による、勤労者の蓄積資本による勤労者住宅の建設であった。そこには、まだ勤労
者の連帯による住宅建設の立法原理まではみられないが、今後の労働者住宅建設についての一つの方向を提示した立
法である。
駐留軍関係離職者等臨時措置法は、昭和一一一一一年六月一一二日に出された岸Ⅱアイク声明により、アメリカの日本駐留
軍削減の方針がとられ、その結果として、突発的に大量の駐留軍関係日本人労働者が解雇Ⅱ失業にみまわれることと
なったことに対処して制定されたものである。その内容は、①駐冊蝿関係離職者、労働者についての特別の職業補導
の措低をとること、②離職者の就職を容易にするため、アメリカ凧から返還された国有財産を臨時の住宅の川に供す
る配応をとること、③アメリカ軍からの返還国有財産を離職者が多く関係する法人に通常の条件よりも有利な条件で
譲渡し、貸しつけること、④離職者の自立に資するための関係行政機関による事業資金の融通のあっせん、などの再
就職促進のための特別措世を講じたほか、離職者に対する施簸について関係行政機Ⅲ机互の連絡調整のための駐倒軍
関係離職者等対筑協議会を設世したものである。
この法律の意義は、まず第一に特定職域の労働者梨団のための特別法を制定したことである。これはその労働者集
団Ｉかなりの高齢者層である－が一時に大量の失業を余儀なくされ、しかもそれが国策の転換によってもたらされた
も
の
で
あ
る
こ
と
が
立
法
の
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
時
に
大
且
に
生
じ
た
失
業
は
、
個
々
的
に
生
じ
た
場
合
に
比
し
再
就
職
が
困
難
で
あ
り
、
特
別
の
対
簸
を
要
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
国
の
政
策
転
換
か
ら
生
じ
た
こ
と
は
、
国
の
補
依
と
し
て
の
性
格
を
も
って、この種立法を根拠づけるのである。
第二に、その特別立法の内容は、当時の職業安定法上の雇用保障についての消極的な姿勢から一歩ふみ出し、より
秋極的に特定労働者梨川の凧川保障に乗り出したものとみられることである。本法の規定は表現がきわめて抽象的で
等
に
関
す
る
法
律
で
あ
っ
た
。
最近の労働立法における若干の動向について㈹
七
八
は駐倒躯関係離職者等臨時拙値法、失業保険法及び職》未安定法の一部改正立法、けい肺及び外傷性せき髄障害の療養
あ
り
、
現
実
に
ど
こ
ま
で
効
果
を
発
揮
し
た
か
は
疑
問
の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
法
制
上
は
従
来
に
み
ら
れ
な
（２）
か
つ
た
よ
り
荊
極
的
な
屈
用
保
障
へ
の
指
向
を
う
ち
出
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
ｍ
の
意
義
を
も
っ
た
不
法
は
、
よ
り
血
接
的
に
は
、
そ
の
直
後
の
政
府
立
法
た
る
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
極
法
の
モ
デ
ル
となり，特定労働者集団たる炭鉱離職者についての、手帳制度や広域職業紹介機圃をともなった、より充実した特別
立法を誘導し、はなれては第八三国会（昭五二年）における議員立法たる特定不況業菰離職者臨時捲置法、国際協定
の締麺結等に伴う漁業離職者に関する臨時捕世法、船員の凧川の促進に関する特別折低法、第八五国会（昭五三年）に
お
け
る
政
府
立
法
た
る
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
に
つ
ら
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
以
上
は
す
べ
て
限
時
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
消
極
的
職
業
安
定
か
ら
積
極
的
雇
用
保
障
へ
の
展
開
は
、
特
定
の
職
種
、
地
域
に
一
時
に
大
量
の
失
業
者
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す
る
可
能
性
の
強
い
場
合
、
よ
り
重
要
性
と
緊
急
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
必
要
性
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
い
一
人
で
も
失
業
者
が
存
在
す
る
以
上
、
政
府
は
座
し
て
求
人
申
込
み
が
職
業
安
定
所
に
な
さ
れ
る
の
を
待
つ
べ
き
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
当
該
失
業
者
の
就
業
の
場
所
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
憲
法
二
七
条
一
項
の
労
働
権
に
対
応
す
る
国
の
安
務
で
あ
る
。
こ
の
労
働
権
爪
皿
か
ら
み
て
、
戦
後
の
わ
が
国
労
働
保
液
法
は
大
き
な
立
ち
お
く
れ
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
顕
薪
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
混
乱
期
を
脱
し
た
段
階
で
は
も
は
や
こ
の
立
ち
お
く
れ
は
放
置
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
権
原
理
に
基
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
か
つ
一
般
的
に
雇
用
保
障
を
図
る
立
法
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
た
の
が
第三四阿会（昭三五）での自民党提案「失業保険法及び職業安定法の一部を改正する法祁」であった。本法により職
業安定法上、一般的制度としての広域職業紹介制度（現行一九条の二）が設けられた。
この制度は、労働大臣は、求職者がその地域においては職業に就くことが困難であると認める場合には、他の地域
最
近
の
労
伽
立
法
に
お
け
る
悲
干
の
動
向
に
つ
い
て
の
七
九
側保険料率、国庫負担率の引下げ（三分の一から四分の一へ）
⑤
Ⅱ
扇
失
業
保
険
の
待
機
Ⅱ
数
短
縮
国庫負担率引下げという制度後退面とのさし違えの側面ももつが、右のⅢから⑤までの改正事項は、いままで失業
保
険
が
ほ
と
ん
ど
も
た
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
も
の
を
新
た
に
附
加
す
る
画
期
的
改
正
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
失
業
保
険
は
、
移
転
費
の
支
給
や
福
祉
施
設
と
し
て
の
措
置
な
ど
雇
用
促
進
的
措
置
が
皆
無
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
憲
法
条
項
に
て
ら
せ
ば
、
二
五
条
の
狭
義
の
生
存
権
原
理
に
立
脚
し
、
失
業
者
の
失
業
中
の
生
活
保
障
に
専
念
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
最近の労働立法における若干の動向について③
八
○
において職業に就くことを促進するための職業紹介に関する計画を作成し、関係都道府県知事又は公共職業安定所長
に
対
し
、
当
骸
計
画
に
韮
い
て
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
り
職
業
紹
介
活
動
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
、
消
極
的職業安定から積極的雇用保障への動向のあらわれとしてはきわめてささやかなものであり、また当時ようやく顕在
化してきた労働力不足逃綱と労働力流励化の必要性が背景にあったとみられるが、ともかくも昭和二一一年に制定以来、
二三年に一度改正されたのみで沈滞していた職業安定法に労働椛爪理Ⅱ厄川保障の息吹をふき込んだものとして評価
しかし本改正法の主たるねらいは失業保険法の改正にあった。そしてこの失業保険の改正が、右の職業安定法の改
正動向と軌を一にし、失業保険法に原理上の大きな転換をもたらすのである。改正小唄はつぎのとおりである。
川
公
共
職
業
訓
練
受
識
者
に
対
す
る
給
付
Ⅱ
数
延
長
制
度
創
設
②職業安定法上の広域職業紹介活動命令地域における給付Ⅱ数延長制度の刺殺
二三年に一度改乖
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
側
就
職
支
度
金
制
度
創
設
か
つ
た
が
、
い
か
ら
③
ま
で
の
制
度
創
設
は
、
再
雇
用
確
保
の
た
め
の
生
活
保
障
あ
る
い
は
聾
用
保
障
と
し
て
の
側
面
、
す
な
わ
ち
雇
用
（３）
保障としての性格を強く前面に』うち出したのである。もともと失業保障は狭義の生存権と労働権（とくに就労機会不
提供の場合の第二義的内容たる生活保障）とが競合する分野であるが、三五年改正法は、この労働権保障の側面を強
くうち出した立法であった。そして、それ以後、昭和三八年の政府提案立法たる改正法による技能習得手当、寄宿手
当、さらに法律面上にはあらわれないが福祉施設としての、雇用促進住宅等の物的施設、職業訓練特別給付金、労働
者確保奨励金等数多の給付金制度の創設につながり、さらに、その妬も求職者給付あるいは基本手当と代えられて、
もはや失業者に対する生活保障給付Ⅱ失業保険金は雁川保障のための従属的地位に置かれるにいたった観のある雇川
保
険
法
に
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
駐
留
軍
離
職
者
臨
時
措
世
法
、
職
業
安
定
法
改
正
法
、
失
業
保
険
法
改
正
法
、
い
ず
れ
も
消
極
的
職
業
安
定
、
あ
る
い
は
生
活
保
障
か
ら
秋
極
的
雁
川
保
障
へ
の
転
換
の
先
導
的
機
能
を
発
揮
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さて成立した議員立法のなかで、労働立法発展史上看過できないものをもつのが「けい肺及び外傷性せき髄障害の
療養等に関する臨時措置法」である。本法は、すでに制定されていた「けい肺及び外傷性せき髄障害に関する特別保
護法」（昭和三○年法律九一号）の規定によって療養または療養費の支給を受ける期間が経過してもなお療養を要す
る
者
に
対
し
療
養
給
付
を
支
給
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
間
賃
金
を
受
け
な
い
場
合
に
は
傷
病
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
費用については国庫十分の八、残りを事業主負担とすること、などを内容とするものであるが、けい肺、外傷性せき
髄障害に関する一連の立法の一部であり、これに対しては廃案となった議員立法が強く関与しているので、それとの
関連において論ずべく、後述に譲ることとする。
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
八一
付
表
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
成
立
し
た
議
員
立
法
件
数
の
少
な
さ
に
比
し
、
提
案
さ
れ
な
が
ら
成
立
し
な
か
っ
た
議
只
立
法
案
件
は
池
大
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
、
同
頭
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
労
働
法
の
担
い
手
で
あ
る
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
が
国
会
議
席
数
の
うえで多数を制しえなかった少数党たるいわゆる革新政党所属議員の提案によるものであるからである。革新政党は
労働法の推進母体でありながら、少数党であるために法案の提案のみに終ることが多いのである。しかし、革新政党
提案であるだけに、そのなかには、将来の労働立法の先駆的形態とⅡされ、機を得れば陽の川をみる可能性があると
み
ら
れ
る
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
陽
の
目
を
み
て
い
な
い
立
法
案
件
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
集
団
的
労
使
関
係
法
〕
労
働
組
合
へ
の
当
事
者
適
烙
付
与
立
法
、
ス
ト
規
制
法
廃
止
立
法
公
公
労
法
、
地
公
労
法
に
お
け
る
ス
ト
権
回
復
立
法
、
五
現
業
職
員
の
政
淵
活
動
禁
止
解
除
立
法
〔個別的労使関係法〕労基法改正立法（女子深夜労働禁止の特例廃止立法、割湘貸金率改善立法へ平均貸金算定
最近の労働立法における若干の動向について㈹
八二
（１）失業保険特例法は、水害による珈業の件止のため休業を余儀なくされた〃勘考を失業識とみなして失業保険金を支給する
ものであり、緊急失業対簸事業の特例法は、水害地での矢対事業についての国の負担割合を増加したものであった。
（２）荒木「凧川保障の法的柧題」（有泉古稀記念所収）五○八頁参照。一般的な失業保障から凧武保障への動向はすでに多く
の学者によって指摘されているところで、文献は、商藤「玻近の労働立法における若干の励向について」②（社会労働研究
二四巻、三号六二瓦、注（１）に掲げておいた。私もこれらの学説に裁成するものである。秋極的扇川保障が展開される前の
職業安定法との関係では、消極的職業安定から秋極的耐川保障へという表現で示した。
（３）何局、荒木前掲響、五○八頁
〔
三
〕
廃
案
と
な
っ
た
議
員
立
法
案
の
成
果
方法改善立法、週休二日制などの労働時間短縮立法、男女平等化立法）
〔
雇
用
保
障
法
〕
駐
慨
耶
関
係
労
働
者
凧
川
安
定
立
法
、
炭
鉱
労
働
者
凧
川
安
定
立
法
、
国
有
林
労
働
者
脈
川
安
定
立
法
、
母
子
家
庭
の
慨
の
凧
川
促
進
立
法
、
解
凧
制
限
立
法
、
雁
川
に
お
け
る
男
女
平
等
化
立
法
、
定
年
制
禁
止
立
法
以上に対し、原案そのものは廃案になったが、何らかの形で同一指向をもつ政府立法を誘導し、先導的効果をはた
したとみられる立法案も数多く存在する。ただし、この場合、それがはたして政府立法を先導したかどうかを厳密に
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
政
府
提
案
立
法
が
川
る
前
に
同
一
指
向
を
も
つ
議
員
立
法
の
提
案
が
先
行
し
て
い
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
社
会
的
あ
る
い
は
国
際
的
要
諦
か
ら
政
府
と
し
て
独
自
に
立
法
の
意
図
を
も
っ
て
お
り
、
時
期
的
に
た
ま
た
ま
議
員
提
案
よ
り
迷
れ
た
と
い
う
も
の
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
案
の
提
出
行
為
は
、
識
貝
の
立
法
活
動
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
強
力
な
も
の
で
、
同
一
指
向
を
も
つ
議
員
立
法
提
案
が
政
府
案
よ
り
も
時
期
的
に
適
度
に
先
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
者
が
後
者
を
先
導
し
た
と
の
一
応
の
推
定
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
先
導
的
効
果
を
も
っ
た
と
み
ら
れ
る
議
員
立
法
案
は
以
外
に
多
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
立
法分野があげられる。
側
家
内
労
働
立
法
⑪
中
間
年
齢
者
の
雇
用
促
進
立
法
蛾
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
③
身
体
陣
審
者
雌
川
促
進
立
法
側
港
湾
労
働
立
法
(2)（１）
蛾特
低殊
貨職
企業
立病
法へ（けい肺等）の予防および補償立法
八
最近の労働立法における特干の動向について⑲
八四
ｍ
建
設
労
働
者
の
雇
用
安
定
立
法
⑧
貸
金
支
払
の
砿
保
の
た
め
の
立
法
そ
こ
で
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
や
や
く
わ
し
く
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
川
特
殊
職
業
病
に
つ
い
て
の
予
防
お
よ
び
補
償
立
法
嚇
矢
を
な
し
た
の
は
、
第
二
一
国
会
（
昭
三
○
）
で
の
参
議
院
議
員
（
社
会
党
）
提
案
に
よ
る
珪
肺
法
で
あ
っ
た
。
け
い
肺
は
、
そ
の
当時では泊旅方法のない不治の病として、生涯病床に伏して死を待つのみの悲惨な職業病であった。もちろん労働災
謀
・
疾
病
の
一
と
し
て
労
拙
法
、
労
災
保
険
法
上
の
補
依
措
置
は
受
け
る
が
、
こ
の
悲
惨
な
難
病
に
対
し
て
は
当
時
の
法
制
で
は
と
う
て
い十分な予防や補償がなされるものではなかったところから、特別の立法提案がなされたものである。仙川者に対す
る
綿
密
な
予
防
措
置
の
強
制
、
珪
肺
補
償
と
し
て
、
①
労
基
法
上
の
打
切
補
侭
期
間
後
さ
ら
に
二
年
側
の
珪
肺
擁
護
、
②
労
薙
法
上
の
休
業期側にプラス平均貸金の二割の珪肺休業補償、③羅患のため職種を転換された労働者に対する平均賃金の三○Ｈ分
の
転
換
補
償
、
①
栄
縫
補
給
、
の
川
汲
、
施
行
機
関
と
し
て
珪
肺
指
導
官
、
診
断
宵
、
群
議
会
、
研
究
所
の
設
世
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
補
償
は
労
災
保
険
の
負
担
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保
険
給
付
に
要
す
る
對
川
の
三
分
の
一
を
国
庫
負
担
と
し
た
こ
と
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
法
案
は
同
国
会
で
廃
案
と
な
っ
た
の
ち
、
次
国
会
（
一
三
国
会
、
昭
和
三
○
）
で
再
度
提
案
さ
れたが、政府提案立法の成立により撤回された。
け
い
肺
に
関
し
て
は
、
労
働
紐
合
側
の
迎
動
と
と
も
に
、
政
府
部
内
に
お
い
て
も
以
前
か
ら
検
討
さ
れ
、
昭
和
二
三
年
に
は
「
け
い
肺
対策協議会の設置によって「けい肺措匿要綱」が公けにされていたが、右の社会党案を受けて、第二二国会に「けい
肺及び外傷性せき髄障害に関する特別措置法」案を提案し、成立することにな悪・本法は社会党案に比し、同様の
難病である外傷性せき髄陣聾を加えたが、保護の内容はかなり後退したもので、打切補依期Ⅲ経過後二年Ⅲ、使川打
と
国
と
で
我
川
を
折
半
し
て
療
養
給
付
と
休
業
給
付
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
医
学
の
発
展
は
思
考
の
余
命
年
数
を
さ
ら
に
伸
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
二
八
国
会
に
同
様
の
措
置
を
さ
ら
に
二
年
延
長
す
る
時
限
立
法
た
る
議
員
立
法
「
け
い
肺
及び外傷性せき髄障害に関する臨時措置法」（昭和三三年法律一四一一一号）が提案され、可決された。特別保護法によ
る給付期間経過後なお擁護が必要な者に対し、国八剛、使用者二割の経澱負担削合で、療養給付、特別保護法による
休業給付と同額の傷病手当の支給を内存とするものであった。
しかし、右の特別措低法、臨時措世法ともに立法理論上きわめて重要な多くの問題をはらむものであった。まず第
一
に
立
法
が
い
か
に
も
そ
の
場
し
の
ぎ
的
で
あ
る
こ
と
。
長
期
の
療
養
を
要
す
る
業
務
上
疾
病
は
数
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
他
に
も
存することは容易に推測されうる。とくに扱う爪材料の商度化、複雑化は公害と共通の沿旅川難な業務上疾嫡を発生
させているはずである。第二に、そうだとすれば、問題はけい肺や外傷性せき髄障害だけの問題ではなく、実は労働
災
害
疾
病
に
対
す
る
補
償
体
制
（
Ⅱ
労
基
法
・
労
災
保
険
法
）
そ
の
も
の
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
、
そ
の
補
償
体
制
全
体
の
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
立
法
原
理
そ
の
も
の
も
含
め
て
の
改
革
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
関
連
で
第
三
に
、
業
務
上
疾
病
へ
の
補
償
に
な
に
ゆ
え
に
国
施
が
五
割
か
ら
八
割
と
い
う
高
率
の
負
担
を
す
る
の
か
で
あ
る
。
そ
の
明
解
な
理
論
的
根
拠
を
兄
川
す
こ
とは困難である、などである。けい肺という職業耐に対する綿密な対筑を検討するということのほか、本法は泊のよ
う
な
理
論
的
課
題
の
解
決
を
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
問
題
性
を
意
識
し
た
も
の
か
、
臨
時
措
世
法
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
灸
項が入れられた。
第
十
三
条
政
府
は
、
け
い
肺
及
び
外
傷
性
せ
き
髄
障
害
に
か
か
っ
た
労
働
者
の
保
護
措
置
に
つ
い
て
根
本
的
検
討
を
加
え
、
昭
和
三
最近の労働立法における若干の動向について③
八五
最近の労働立法における若干の助向について③
八六
十四年十二月三十一日までに、特別保護法の改正に関する法律案を国会に提出しなければならない。
これと同趣旨の条項は、本法の期限の一年延長を図った衆議院社会党案（三四国会、昭和三五年一一一月提案、廃案）
（２）
にもみられるが、これに応じて政府が提案したのが「じん肺法」案と労災保険法の一部改正案であった。けい肺など
の予防、健康辮理を前者で、補償に関してはより一般的に他の長期疾病も対象とする後者によって対応したのである。
そしてここに障害補償の一部年金化と、なおるまで補償を行なう長期傷病者補償制度の加川、そして労基法を止廻る
分についての国庫負担導入がなされ、労災保険の「ひとり歩き」がはじまることになる。それは私見によれば労災補
（３）
償の社会保障化の第一歩となる。
特殊職業病立法としてのもう一つの分野は炭鉱災害における一酸化炭素中毒症に関するものである。昭和三八年の
三井三池災害、昭和四○年の北炭夕張、山野炭鉱のガス爆発等の大惨事が続発したが、その中で一酸化炭素中毒症の
悲惨さが世上の関心をひいた。これに対し、五○国会（昭四○年）参議院社会党は二酸化炭素中謀症に関する特別
措置法」案を提案した。木案は、同中毒症の予防、健康管理についての詳細な規定を置き、一定の被災労働者には従
前賃金の保障を受けた作業転換措置がとられる。また一定期間の解雇制限規定と労基法、労災保険法による災害補償
の特例規定が設けられている。後者は、準障害補償（平均賃金の百分の四十）、障害補償（長期補償化され、重度に
ついては、年、賃金同額の三六○日分）、介護補償（月五千円から一万円まで）を規定するものである。
この提案とともに、参議社会労働委員会では「政府は、一酸化炭素中毒被災者援護措置について、差当り炭鉱労働
者に限り、今後一カ年以内に立法措置を識ずるよう努力」すべき旨の決議がなされ、第五五国会（昭四二年）には政
府から「炭鉱災害による一酸化炭素中毒症に関する特別措置法」（いわゆる「ＣＯ法案」）の提案がなされ、成立をみ
賀金労働者の低賃金による生活の悲惨さの解消を図ることは労働法のもっとも大きな眼目の一つであり、それを直
接
に
解
消
す
る
立
法
と
し
て
、
貸
金
の
額
に
何
ら
か
の
柑
取
め
を
か
け
る
最
低
賃
金
法
が
歴
史
的
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
低
賃
金
法
は
、
雇
用
契
約
上
の
も
っ
と
も
基
本
的
要
素
で
あ
る
賃
金
へ
の
法
的
規
制
で
あ
り
、
労
働
法
は
労
働
法
原
理
に
よ
る
契
約
向
山
の
修
正
を
常
と
す
る
と
は
い
え
、
使
用
者
側
の
抵
抗
の
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
三
○
年
頃
に
は
先
進
国
の
多
く
は
こ
の
立
法
を
も
っ
て
お
り
、
わ
が
国
は
こ
の
面
で
は
低
開
発
国
で
あ
っ
た
。
最
低
賃
金
立
法
案
が
わ
が
国
国
会
に
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
第
一
九
国
会
（
昭
和
二
九
）
、
左
右
両
派
社
会
党
識
貝
の
時
を
同
じ
くした提案によってである。最低賃金決定方式には、法定方式、行政機関決定方式、労使代表の参加した我金辮議会
（委員会）力式、労働協約拡張方式など多様な方式があるうえ、決定の対象たる労働者も全国一律方式、とくに低貸
金者の多い業種に限定した決定力式などが組み合わされる。法理論上とくに愈要な区分は、労使の代表者の参加なし
舷近の労働立法における若干の動向について㈹
八七
る。本法案は、一酸化炭素中毒症がとくに炭鉱災害で多数発生し、かつ重篤患者が多いとのことで、炭鉱災害に限定
し、防止についての使用者および労働者の努力義務規定、使川者に対する特別の健康診断実施義務規定、アフターケ
ア措置の規定などが置かれたが、補償に関しては、労災保険法上の保険施設として、介謎料が支給されるにとどまっ
た
。
し
か
し
こ
の
介
護
料
も
、
炭
鉱
災
害
に
お
け
る
中
識
症
に
か
ぎ
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
さ
ら
に
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
か
ぎ
っ
た
問
題でもない。労基法、あるいは労災保険法自体の不倫をついたものであって、将来への問題を提起したものであった。
以上のように、この立法部而に関しては、議員立法と政府立法がこもごし鯖そうし、後述のごとく繊貝立法と政府
提
案
立
法
と
の
柘
互
関
係
、
さ
ら
に
議
員
立
法
の
機
能
と
限
界
を
示
す
象
徴
的
ケ
ー
ス
と
な
る
の
で
あ
る
。
②
最
低
賃
金
立
法
炊近の労働立法における蒋干の動向について㈹
八八
に、客観的にあるべき最低賃金を公的に定めるか、あるいは、いわば団体交渉の延長方式として、労使代表の参加し
（４）
た委員会なり審議会なりで定めるか、と、全労働者を対象とするか否かであろう。左右両派社会党提案は、いずれも
全
国
一
律
法
定
戯
低
賃
金
制
を
と
っ
た
。
両
案
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
机
述
点
は
、
左
社
業
が
労
働
者
の
年
齢
を
考
雌
せ
ず
一
作
額
を
法
定
し
た
の
に
対
し
、
右
社
業
は
十
五
歳
以
上
、
十
八
歳
以
上
、
二
○
歳
以
上
の
年
齢
別
三
段
階
制
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
妓
低
貸
金
を
保
障
す
る
た
め
の
最
低
賃
金
保
障
金
融
公
庫
法
を
そ
え
る
点
で
も
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
両
派
の
統
合
に
よ
り
第
二
一
国
会
か
ら
は
、
社
会
党
一
本
の
妓
低
貸
金
法
案
が
、
細
Ｈ
に
つ
い
て
は
若
干
の
変
化
を
伴
い
な
が
ら
も
、
雑
木
的
に
は
全
国
一
律
法
定
妓
低
賀
金
力
式
を
と
っ
て
、
毎
国
会
の
ご
と
く
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
が
、
世
界
で
も
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
「
業
考
側
協
定
」
方
式
を
中
心
と
す
る
法
案
を
不
承
不
承
提
案
す
る
の
が
第二八国会（昭和一一一三年二月）にいたってであった。●不案は最低賃金立法としての体をなさないゆえに、成立は三一
国会（昭和一一一三年一二月）まで延引されることになった。ともかく最低賃金法と銘うった政府提案立法が成立したこ
と
は
労
働
巡
動
や
国
内
外
の
世
論
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
に
せ
よ
、
社
会
党
案
の
力
も
作
川
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
社
会
党
案
と
政
府
提
案
と
は
、
法
案
粕
は
同
じ
で
も
内
容
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
社
会
党
は
第
四
三
囚
会
（
昭
一一一八年）まで従来の案の提案を続けるのであるが、その間、第三九国会（昭三六年）以後は民社党の一部改正案が加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
民
社
案
は
、
業
者
間
協
定
に
よ
る
も
の
は
、
最
低
賃
金
審
議
会
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に
か
ぎ
っ
て
労
働
大
臣
ま
た
は
都
道
府
肌
労
働
避
地
局
長
が
舷
低
伐
金
の
決
定
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
と
ど
め
、
労
働
協
約
に
雑
づ
く
地
域
的
岐
低
貸
金
決定方式、審議会の勧告に基づく舷低賃金決定方式、大臣または挫準局長の職権による決定方式を中心とするもので
あった。他方社会党案は第四六国会（昭三九）以後、法定制を労・使・公益三者構成による賃金委員会決定方式へと
転換をなした。》
的転換であった。
こうした経緯のなかで第五五国会、政府はようやく業者間協定を廃止して、労働協約に基づく決定方式と審議会の
調
査
審
議
に
基
づ
く
決
定
方
式
へ
の
移
行
案
を
提
案
し
、
第
五
八
国
会
（
昭
四
三
年
）
に
成
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
民
社
党
案
は
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
社
会
党
案
と
は
ま
だ
開
き
が
あ
り
、
伺
党
は
第
七
五
国
会
（
昭
五
○
年
）
ま
で
提
案
を
続
け
る
。
他
方
、
こ
の
立
法
に
沈
黙
し
て
い
た
公
明
党
は
、
第
五
八
国
会
（
昭
四
三
）
以
後
独
自
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
公
明
党
案
は
、
労、使、公益三者構成による賃金委員会決定方式（全国一律に地域的最低賃金を加味）に労働協約に基づく産業別最
低賃金決定方式を加えたものであって、社会党案にほぼ類似し、以後第六八国会（昭四七年）まで提案が続けられた。
こ
の
立
法
は
、
労
働
法
の
根
幹
と
も
な
る
も
の
だ
け
に
、
野
党
各
党
の
立
法
活
動
は
右
の
よ
う
に
活
発
で
あ
っ
た
が
、
社
会
党
の
第
七
五
国
会
へ
の
提
案
を
最
後
に
、
以
後
野
党
か
ら
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
注
目
さ
れ
る
。
社
会
党
案
の
賃
金
委
員
会
決
定
方
式
へ
の移行と、第五八国会での政府提案立法たる改正法によって両者の間の差がかなり縮少される結果となったこと（決
定
的
な
差
は
政
府
立
法
が
全
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
な
い
こ
と
）
に
も
一
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
③
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
立
法
最初の提案は、第一一二国会（昭三四年）、参議院社会党議員による身体障害者雇用法であった。本案は、綿密にし
て細心、かつ強力な身障者の凧川確保の措極が講ぜられており、一口に説明できないものがあるが、ごく概要を説明
て
細
心
、
か
つ
強
力
な
身
障
率
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
①
身
体
障
害
者
の
都
道
府
県
知
事
へ
の
登
録
制
度
を
設
け
る
。
量
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
㈹
これはさきに述べたように、最低賃金に労使交渉的要素を導入したものとして、同党案の重要な原理
八
九
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑨
九
○
②身体障害者に特に適当する職菰として精平定された聯菰（指定職種）を有する耐用主は別に法律で定める割合の
身体障害者を碗川する義務を負う。
③職員の定員が一○○人以上の雇用主は、国、地方公共団体、三公社等の公法人にあっては百分の五以上、それ
以外の雇用主にあっては百分の三以上、それぞれ身体陣諜者を凧川する義務を負う。
④
脈
川
主
が
身
体
障
害
者
の
妻
を
雇
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
妻
二
人
を
雇
用
羨
務
定
員
数
一
人
に
換
算
す
る
。
⑥
②
、
③
の
義
務
を
凧
行
し
な
い
雇
川
主
に
対
し
て
は
、
労
働
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
は
、
期
限
を
付
し
て
、
雇
用
す
べ
き
身
体
障
害
者
を
指
名
す
る
旨
の
響
告
を
附
し
て
凪
行
の
将
促
を
な
し
、
そ
の
期
限
内
に
風
行
が
な
さ
れ
な
い
と
き
は
身
体
障
害
者
を
指
名
し
て軌制的に労働契約を締諏話したものとみなす。
⑥
雇
用
主
は
、
労
働
大
厄
ま
た
は
都
遊
府
雌
知
辨
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
身
体
障
害
者
を
解
屈
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
の
承
認
は
、
身
障
者
が
別
の
職
に
つ
く
こ
と
が
砿
保
さ
れ
て
い
る
場
合
、
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
ま
た
は
怠
っ
た
場
合
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
⑦雇用した身体障害者に対する賃金は、とくに低能力の場合以外は通常の賃金の八割以上でなければならない。
低
能
力
の
場
合
、
国
は
そ
の
八
割
に
み
た
な
い
部
分
を
そ
の
身
体
障
害
者
に
支
給
す
る
。
③雇用主がその扇川する身体障害者に職業訓練を受けさせる場合、または身体障害者の労働能力補強などのため
作
業
設
備
を
設
侭
し
た
よ
う
な
と
き
は
、
国
は
そ
の
経
饗
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
助
す
る
。
以上のほか課税の特別措置なども講ぜられているが、木案の提示した新しい立法原理、立法手法にはⅡをみはらせ
るものがある。雁川率の設定、雇川独制、解凧制限、焚金補てん熱はいずれもいままでの立法例にはみられない画期
川
港
湾
労
働
立
法
港湾における労働の波動性は港湾労働者の爪川Ⅱ生活をきわめて不安定なものとし、精神耐をも荒廃せしめて、労
働保識法上はもとより、社会的にも大きな問題となってきた。これに対処する立法案は、第一六図会（昭二八）に衆
議院社会党から議員提案された「港湾労働法」案が雌初である。本法は港湾労働者と港湾事業者に登録制度を設け、
前者は就労に際して優先柵をもつ益録港湾労勘考と、優先権のない準遜録港湾労働者にわかれる。益録港湾労働者が
就労できなかった場合には、全国港湾労働者保障基金から保障手当を受ける。同基金は政府の助成金、雇川主からの
虹
金
総
額
の
百
分
の
十
を
こ
え
な
い
額
の
分
担
金
な
ど
で
形
成
さ
れ
る
。
右
の
益
録
醐
務
や
、
港
湾
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
の
調
整
な
ど
の
鞭
務
、
保
障
韮
金
の
迎
営
、
保
障
手
当
の
支
給
珈
務
な
ど
に
あ
た
る
た
め
三
者
構
成
に
よ
る
中
央
お
よ
び
地
方
の
港
湾
労
働
力
委
員
会を設ける、などを竹子とする素朴なものであった。
こ
れ
が
第
二
四
国
会
（
昭
三
一
）
に
は
よ
り
粘
細
化
さ
れ
た
「
港
湾
労
働
者
の
雁
川
安
定
に
側
す
る
法
祁
」
案
と
し
て
提
案
さ
れ
る
。
木案ではⅡ凧港湾労働者を、港湾ごとに地方港湾労働委員会に整録させる（日雇港湾労働者）一方、各港湾について
業務上必要な港湾労働新の定数を決定する。常川港湾労伽者数がその定数にみたないときは、その不足をみたすべき
日雇港湾労働者を登録港湾労働者のなかから委員会が指定しておく（指定港湾労働者）。そして、事業主が日雇港湾
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑨
九一
的創造である。ここには全凧川主を一体とした身体障害者の共同凧川責任原理、さらに⑦の後段、③には保護雇用原
（』①）
理の導入がなされているのである。これに対応する政府立法は「身体障害者雇用促進法」として第三四国会（昭三
五）に提案され、修正可決された。参議院提案の先導的効果はあきらかであるが、内容的には大幅に後退したものと
五）に繩
なった。
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
九二
労
働
者
を
雁
川
す
る
と
き
は
、
公
共
職
業
安
定
所
が
細
介
し
た
者
の
な
か
か
ら
、
指
定
港
湾
労
働
者
、
そ
れ
以
外
の
遜
録
港
湾
労
働
者
、
遜録港湾労働者以外の港湾労働者の順位で雇用しなければならないこととされる。他方、もし指定港湾労働者が就労
で
き
な
か
っ
た
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
平
均
賃
金
の
百
分
の
六
十
を
埜
琳
と
す
る
不
就
労
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
我
川
は
事
業
主
か
ら
徴
収
さ
れ
る
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
指
定
港
湾
労
働
者
は
職
録
港
湾
労
働
者
の
な
か
か
ら
、
経
験
年
数
等
か
ら
み
て
港
湾
労
働
に
最
適
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
指
定
さ
れ
、
不
就
労
の
日
に
つ
い
て
は
、
全
事
業
主
の
負
担
金
を
財
源
と
す
る
不
就
労
手
当
ｌ
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
労
避
法
上
の
休
業
手
当
に
類
す
る
性
絡
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
ｌ
祁
簔
で
き
る
た
め
、
生
活
の
安
定
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
客
観
的
に
は
、
指
定
港
湾
労
働
者
は
、
全
港
湾
平
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
雁
川
し
て
い
る
と
い
う
関
係
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
木
法
案
は
四
三
図
会
（
昭
三
八
年
）
ま
で
継
続
し
て
提
案
さ
れ
、
四
八
国
会
（
昭
四
○
）
で
の
政
府
提
案
立
法
た
る
港
湾
労
働
法
の
制
定
に
よ
っ
て
一
応
の
Ⅱ
的
を
達
し
た
。
政
府
案
は
社
会
党
案
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
労
働
大
腿
の
作
成
す
る
港
湾
脈
川
調
整
計
画
の
な
か
で
各
港
湾
に
つ
い
て
の
必
要
な
労
働
者
数
、
そ
の
な
か
で
日
雇
港
湾
労
働
者
を
も
っ
て
充
足
す
べ
き
定
数
が
決
定
さ
れ
る
一
方で、その定数を限度として、その港湾で優先的に凧川される資絡をもつⅡ凧港海労勘考の薙録制度が設けられてい
る
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
日
雇
港
湾
労
働
者
が
就
労
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
雇
川
調
整
手
当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
財
源
は
事
業
主
の
ほ
か
日
雇
港
湾
労
働
者
も
負
担
す
る
点
が
社
会
党
案
と
の
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
使
負
担
に
よ
る
一
種
の
社
会
保
険
方
式がとられており、この点で立法櫛成が社会党案と異るのである。
低賃金、長時間労働の代表的なものとして《公昌のＢＲＢ［・尉岳の己８円３の家内労働者は、労働保護法上の保護が最
⑤
家
内
労
働
法
優
先
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
簸
初
に
提
案
が
な
さ
れ
る
の
は
妓
初
に
最
低
侭
金
法
が
提
案
さ
れ
た
あ
と
の第二六国会（昭三二）、社会党議員による「家内労働法」案であった。家内労働者自体の保護よりも、最低賃金法
と
の
関
係
で
、
同
法
が
施
行
さ
れ
た
場
合
使
用
者
が
家
内
労
働
の
利
用
に
走
る
こ
と
を
防
止
す
る
意
図
か
ら
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
案
は
、
蛾
低
労
働
報
酬
額
（
妓
低
工
貸
）
の
設
定
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
、
家
内
労
働
打
に
と
っ
て
こ
れがもっとも攻要）。その額の決定は、家内労働の対象たる名物船について都道府県労働韮地局長が家内労働辮離会
の識を経て決定するが、その具体的基準は、「当該物船等の一定単位について、最低賃金法第三条第一項（注、社会
党案）に規定する基本たる賃金が時間によって定められている満十八歳以上の労働者の最低奴金額に、当該物肺熱の
一定単位の製造等に要する標郡所要時間を乗じて得た額」とされる。
この案が以後の国会に繰り返し提案されるが、六一国会（昭四四）にいたってようやく政府立法を誘導することに
成功する。この政府案は同国会では廃案となるが、この六一国会には公明党案も参加する。同党案は最低工賃の決定
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
時
間
、
産
前
産
後
、
工
賃
の
支
払
方
法
な
ど
の
規
則
措
世
を
設
け
、
さ
ら
に
家
内
労
働
者
組
合
を
も
予
定
した案となっているところが特色である（もっとも社会党案も四三国会（昭三八）提出案には家内労働者組合に関す
る規定を置いている）。最低工賃の決定方式は、各物品について都道府県労働基準局長が決定するが、その具体的埜
準は示されず、「最低賃金法の規定による妓低伍金との均衡を考慮して」定められると規定されるのみである。
政府案は第六三国会（昭四五年）に再提出され成立する。蛾低工焚のほか、工賃支払方法、支払場所などの規制、
安全衛生に側する規定が設けられたものである。岐低工焚は、労働大臣又は都道府県労働薙準局長が、一定地城内で
一定業務に従事する工賃の低廉な家内労働者の労働条件の改善を図るため必要があると認めたとき、群議会の調査癖
最
近
の
労
伽
立
法
に
お
け
る
滞
干
の
動
向
に
つ
い
て
㈹
九
三
こ
れ
に
対
し
参
議
院
民
社
党
議
員
は
「
中
満
年
齢
者
雇
用
促
進
法
」
を
提
案
し
た
。
本
案
は
、
労
働
大
臣
に
よ
る
中
向
年
失
業
者
の
就
労促進のための計画作成、中高年齢者に対する公共職業訓練の優先的実施などの規定を極いているが、中心は中簡年
齢
者
屈
川
割
合
の
法
定
基
準
の
設
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
国
な
ど
の
公
的
団
体
百
分
の
三
十
か
ら
百
分
の
四
十
ま
で
、
大
企
業
百
分
の
二十から百分の三十、それ以外の屈用主百分の十五から百分の一一五までのそれぞれの範囲内で政令で定める制令をも
って法定基準とした。身体障害者雇川促進法による雇川率制度を範としたもので、本格的な中高年齢者雇川促進立法
と
い
え
る
が
、
同
国
会
に
お
い
て
は
廃
案
と
な
る
。
しかし、この中高年齢者雇用率制度は、第五一国会（昭四一）に政府提案として成立した雇用対簸法によって導入
最近の労働立法における務干の動向について⑳
九
四
叢
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
蝉
正
し
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
、
簸
低
貸
金
法
同
概
、
全
家
内
労
働
者
を
網
羅
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
工
賃
決
定
基
準
は
、
公
明
党
案
同
様
、
同
一
地
城
内
の
同
一
ま
た
は
類
似
の
業
務
に
従
本
す
る
労
働
者
に
適
川
さ
れ
る
爺
低賃金との均衡を考慮して定められるものとしている。
⑥
中
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
立
法
第四一一一国会（昭一一一七年一二月’昭三八年七Ｎ）は政府が矢対事業解消蛾の第一弾として「職業・安定法及び緊急失業
対策法の一部を改正する法律」案を提案し、与野党の激しい対決が行なわれた凶会であった。同案玉叩職業過安定法改正
部
分
は
、
す
で
に
中
高
年
齢
化
し
て
い
る
矢
対
労
働
者
に
積
極
的
に
雇
用
対
簸
を
鱒
ず
る
た
め
に
、
職
業
安
定
法
に
改
正
を
加
え
、
小
柵
年
失
業
者
の
た
め
に
職
業
指
導
、
職
業
訓
練
な
ど
就
職
促
進
の
措
悩
に
関
す
る
計
画
を
労
働
大
臣
が
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定
所
に
就
職
促
進
指
導
官
を
配
置
し
て
そ
の
措
置
を
強
力
に
実
施
し
、
反
而
そ
の
措
憧
を
受
け
る
春
に
就
職
指
導
手
当
、
職
業
訓
練
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
同
法
一
九
条
で
、
国
は
屈
川
さ
れ
る
労
働
者
の
う
ち
に
中
高
年
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
一
定
率
以
上
に
なるように必要な施策を識ずることができる旨規定され、同法附則による職安法の改正に、労働大臣は中高年齢者の
雇川率を設定できるとする規定（四七条の二）が設けられたのである。この職安法上の規定は、その後第六五国会
（昭四六年）に政府提案立法として成立した「中満年齢者の凧川の促進に関する法律」のなかに移され（七条）、さら
に不況と高齢化社会の進展により中高年労働者の雇用問題が深刻化する第七七国会は同法の改正によって、労働大臣
は、政令の定めるところにより雇用率を設定できることとされ（十条。現在百分の六）、この雇用率未達成企業に対
し
て
は
、
大
臣
は
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
計
画
作
成
を
命
ｆ
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
る
（
二
条
の
二
）
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
た
。
厨川率制度の立法原理については、身体障害者Ｍ川率のところでふれたことと同様である。中商年齢者の凧川保障
としては返要な柱とみられるだけに、それを先導した民社党案の意義は大きい。
建設業は数次の請負によって行なわれるなど雁川関係が不明碗で、そのために迷設労働者が不利益を受けることが
多いうえ、労働が天候等に支配されるなど、前述の港湾労働者と類似した側面をもち、労働保液法上の大きな盲点と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
立
法
案
と
し
て
、
第
七
五
国
会
（
昭
五
○
年
）
に
参
議
院
社
会
党
議
員
よ
り
「
建
設
労
働
法
」
案
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
雇
用
関
係
明
確
化
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
建
設
労
働
者
手
帳
制
度
を
設
け
、
事
業
主
を
とおして公共職業安定所長から屈川の状況等を記赦した手帳の交付を受けることとしたほか、数次の請負による建設
工事の場〈瓜建設労働者は、元諦人に対し焚金等の支払を訓求できることとし、さらに政府は建設工珈の施行の平堆
化の措憧を諸ずるようにすることとされた。つぎに安全衛生に関しては、国による建設労働者の安全、衛生教育、価
最近の労働立法における若干の動向について④
九五
、
建
設
労
働
立
法
⑧
賃
金
支
払
の
確
保
の
た
め
の
立
法
昭和四八年の打汕ショック以後の不況とともに企業倒産による賃金不払の増加を背景として第七六国会（昭五○）
に、社会党から、不払の賃金、退職金にかわる給付金制度の創設をも織り込んだ「雇用及び失業対筑紫急措価法」が
提案された。詳細は別の法律に委ねられ、骨子のみ規定された法案であるが、鞭業主から徴収する賦課金と国の支川
金を財源とし、不払賃金の全額、一定限度額までの不払退職金に相当する金額を国が給付として支給し、支給した場
合には当該労働者がもっている貸金、退職金俄椛は国が取得することとしたものである。
これに対応する政府立法案は、翌七七国会（昭五一）に、「賃金の支払の確保等に関する法律」案として提案され
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
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旗診断を行い、また工邪発注者、関係諭負鞭業主による労働者の安全、衛生、休日の確保への配慮義務を規定した。
第
三
に
、
雁
川
促
進
事
業
団
に
よ
っ
て
悪
天
候
手
当
、
安
全
衛
生
教
育
手
当
、
職
業
訓
練
手
当
、
年
次
休
暇
手
当
、
帰
省
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。
掛
川
の
負
担
関
係
は
、
安
全
衛
生
教
育
、
健
康
診
断
、
各
種
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
澱
に
つ
い
て
は
事
業
主
か
ら
の納付金により、各種手当については国も一部補助することとしたものである。
本案に対応する政府案「建設労働者の雇用の改善等に関する法律」は第七七国会（昭五一）に提案され、成立した。
これには手帳制度、手当支給に側する規定はなく、労働大臣による建設労働者の凧川の改善などに関する重要事項を
定めた「建設凧川改糠計画」の簸定とそれを災施するための平業主への勧告規定、事業主の耐用管理責任者選任義務べ
労働》者を雇い入れた場合の雇川関係を明確にするための文書の労働者に対する交付義務などを規定したほか、凧川保
険法上の能力開発事拳〈、雇用福祉事業として、労働者の技能向上のための助成など若干の事業を行うことが主な内存
と
な
っ
て
い
る
。
労働立法分野における議員立法の成果は以上のようであった。議員立法として成立した件数は少ないが、それぞれ
が労働立法発展史上の意義をもち、以後の立法の原理的転回の端緒となる重要な役割をはたしたものもあった。また
廃案となった立法案のなかにも、間接的に政府提案立法を先導し、誘導したとみられるものは予想以上に多かった。
妓
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
粉
干
の
動
向
に
つ
い
て
㈹
九七
た。不払貸金の立替払い制度のほか貯蓄金と貸金などの保全措置を加えたものであるが、前者は労災保険の労働福祉
事業として行われるもので、立稗がなされた場合は、立耕を行った労働福祉郡業団が貸金債椛を代位取得する。労災
保
険
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
財
源
は
一
部
国
庫
負
担
と
特
別
加
入
者
負
担
の
ほ
か
は
、
大
部
酬
業
主
負
担
で
あ
る
た
め
、
立
法
原
理は社会党案とほぼ同じとみることができる。すなわち、立替えについての全事業主の連帯関係を創設したものであ
（６）
る。（１）この間の経緯については、労働者労災袖倣部編蒋「新労災保険法」（昭四一、Ⅱ刊労働通信社）四七頁以下参照。
（２）提案の経純については、村上茂利「労災補依の埜本問題」（昭三五年、Ⅱ刊労働通信社）一七頁以下参照。
（３）議読の存するところで、くわしくは「論争労働法」（一九七八、仙界思想社）所収の拙稿と西村論文参照。この改正以後
の労災保険の改正を社会保障化とみるものに佐藤進「労災鞭故と補償刷度の「保障化」の課題」（打泉古稀記念「労働法の
解釈理論」所収）など。
（４）氏原、「日本の労使関係」二四六頁以下参照。
（５）凧川率の設定以下の爪理については、本論③（社会労働研究二六巻三・四号）一○頁以下参照。また保謹臓川については
拙祇「障害打の所得保陣と年金」（ジュリスト七四○舟七九頁以下）参照。
（６）立替払制の立法原理については、本論③（社会労働研究二六巻三・四号）七頁以下参照。
〔
四
〕
労
働
立
法
分
野
に
お
け
る
議
員
立
法
の
総
括
と
今
後
の
課
題
し
か
し
な
が
ら
、
反
面
で
は
、
ス
ト
規
制
法
廃
止
法
、
官
公
労
勘
考
の
争
議
権
回
復
立
法
案
、
五
現
業
職
貝
の
政
桁
祈
動
禁
止
解
除
立
法など、イデオロギー的要素の強い立法案については現行法体制は微動だにしていない。保革逆転の政治局面を迎え
なければおそらくこれら立法提案は成采をあげえないであろう。また、議員の立法提案活動とはほとんど無関係に、
政府主導のみによる立法も数多く存在している。占領下の時代ではあったが、そもそも労働三法、職安法、公労法・
地公労法など労働法の基幹立法には議員の立法提案活動には無縁であったし、また緊急失業対策法（昭二四）、（新）
労働組合法（同）、さらに独立後の労働保険瀞査官及び労働保険稀査会法（昭三一）、屈川辮搬会設伍法（昭三二）、
職業訓練法（昭一一一三）、中小企業退職金共済法（昭三四）、炭鉱離職者臨時慌置法（同）、雇川促進事業団法（昭三六）、
労働災害防止剛体等に関する法律（昭三九）、凧川対策法（昭四一）、船員災害防止協会等に関する法律（昭四三、
労働保険の保険料の徴収等に側する法作（昭四四。労働保険の徴収の一元化）、（新）職業訓練法（昭四四）、勤労青
少年福祉法（昭四五）、勤労者財産形成促進法（昭四六）、労働安全衛生法（昭四七）、勤労婦人福祉法（同）、雇用保
険法（昭四九）などには、直接の議員提案立法の関与はなかった。もちろんこの政府提案立法のすべてが労働立法た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も
っ
た
も
の
ば
か
り
と
は
い
え
ず
、
産
業
政
策
的
見
地
か
ら
の
労
働
力
流
動
化
促
進
の
ね
ら
い
を
も
っ
た
履
川
対策法、川稼労働者排除を伴う雇用保険法など野党的立場から問題視された法案もあった。施行後大成功を収めた勅
及近の労働立法における若干の動向について㈹
九八
このケースでは、労働組合や労勘考の直接の迎動や要求を体現した野党による強い内容の立法提案が先行し、それに
応
ず
る
政
府
提
案
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
れ
を
緩
和
し
Ｉ
つ
ま
り
労
働
者
に
不
利
に
、
使
用
者
に
有
利
に
Ｉ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
業
者
間
協定による最低賃金法のように、議員提案に対応した内容をもたない形での立法がなされることもあるというのが常
態であった。
労者財産形成促進法にも社会、共産両党は反対であった。これら野党的立場からみて問題のある立法については、対
決こそすれ、野党議員からの先導的立法提案の先行はありうるはずがない。しかし右の政府主導立法には、新・旧職
業訓練法、労安法など、時代の要請に応じた重要な意義をもつ立法も含まれている。これら立法には議員的関与がま
ったくないというわけではなく、修正案や将来の方向を示す附帯決議が附されるのがほぼ通常の形態である。しかし
前述のように、それは政府立法に対しては受身の姿であって、それに先行して誘導するという秋極的側面はもたない。
右にあげた政府主導単行法のほかに、幾度にもわたる労災保険法や失業保険法その他主要法律の改正案にしても政
府主導が多いのであるが、このように、戦後労働立法全体の動きや流れのなかでみた場合、さきにみたような嚇々た
る成果があったにもかかわらず、それは局部的であって、議員提案立法の全労働立法発展への影響についてはかなり
消極的な評価を下さざるをえない。大局的にみれば、戦後労働立法は政府主導、官僚主導であったということはでき
ても、議員主導であったとはとうていいえないのである。
そ
し
て
、
量
的
考
察
の
も
と
に
あ
る
て
い
ど
大
胆
に
い
え
ば
、
議
員
立
法
の
成
果
は
、
主
と
し
て
労
働
法
の
周
辺
領
域
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
消
極
的
職
業
安
定
か
ら
積
極
的
雇
用
保
障
へ
、
労
災
補
償
の
限
界
突
破
か
ら
社
会
保
障
化
へ
の
発端をなす立法提案や最低賃金法、家内労働法の誘導などは、労働立法の根幹にふれるもので、決して周辺領域での
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
労
働
三
法
や
宮
公
労
働
法
と
い
う
も
っ
と
も
基
本
的
法
律
に
は
ほ
と
ん
ど
改
革
の
影
響
力
を発揮していないし、反面影響力を発揮したとみられる駐留軍関係離職者立法、けい肺、ＣＯ立法、港湾労働立法、
身障者立法、建設労働立法など、労働法本体から離れた局部的立法が多いこと、さらに、一一八年災害立法、駐留軍離
職者立法、けい肺、外傷性せき髄障害立法、不特定業種離職者、漁業離職者、船員についての特別描置立法などのょ
最近の労働立法における若干の動向についてい
九
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うに、成立した議員立法のなかには、限時的、臨時的立法の多いのも一つの特色である。
立法が局部的であり、臨時的であるといってその愈要性は決して減殺されるものではない。労働立法は、比較的安
定性をもち、したがって生命力の長い基本法（労働三法）を中核にすえつつ、周辺へ、局部へと整備、拡充されてゆ
くのであり、政府提案立法自体にもそのような傾向がみられるのである。このことは考慮に入れなければならないが、
しかし、成果をあげた縦貝立法の一つの特色としては、この局部性、臨時性は否定できないところである。
つ
ぎ
に
、
右
と
関
連
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
雛
員
提
案
法
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
微
視
的
で
あ
り
、
断
片
的
で
あ
っ
て
、
大
局
的
、
総
合
的
視
野
が
弱
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
駐
留
卵
離
職
者
法
に
し
て
も
、
け
い
肺
立
法
に
し
て
も
、
立
法
原
理
の
大
転回への契機をなすものではあったが、それは立案の時点においてけっして意識されていたわけではなかった。意識
されていたのは例先に存在する駐倒駅関係離職者なり、けい肺患者の救済でしかなかった。前者の場合は、政簸転換
による一時に大雌の商齢失業新の救済という立法根拠のもと、それだけを意識してとりあげた立法でもよかったが、
けい肺立法の場合は、同様の長期的補償を要する傷病には、外傷性せき髄障霧のほか菰綿肺、放射線障害へ淋水病、
（１）
両手、両足切断、両眼失明者など他にも多々存在するのであり、けい肺のみをとりあげる根拠にとぼしい。「珪肺法」
案
の
議
員
提
案
を
受
け
た
政
府
案
は
、
そ
こ
で
け
い
肺
の
ほ
か
に
外
傷
性
せ
き
髄
障
害
を
対
象
に
加
え
る
立
法
を
お
こ
な
う
が
、
こ
の
二
つに限定することにも問題があり、その後の労災保険法本体の改正へと進む必然性があった。さきにもふれたように、
そ
の
こ
と
は
Ｃ
Ｏ
法
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
右にみられるような特色は労基法の改正立法提案にも顕著に認められる。昭和四○年以後になると各政党とも労基
法問題に本格的な取組みをみせ、とくに労働時間短縮、男女平等化のための改正案が提案されるにいたっているが、
これら単発的な改正法案はそれぞれの時点での緊急課題であったに違いなかろうが、一時期提案されたのみで終っ
ているのはいかにも一貫性のない、衝動的提案のごとき印象となっている。この点、政府立法の力がより総合的見地
から、かつ慎重に準備されているようにみえる。たとえば最初の重要な改正であった第五次改正（昭二七年、一三国
会）は、前年からの中央労働基準審議会の審議を重ねた結果であり、また昭和四四年には全面みなおしのため、学識
者による労雑法研究会が設けられて辮議をし、労働安全衛生法（昭四七年、六八国会）の制定もその帰結の一である。
縦貝立法案にみられる以上のような特色がなにに由来するかはかなり明快に脱明できるようである。それは、国民
の代表として、政府よりはより国民に密藩した関係にある議員としては、自己のまわりに面接生起した社会問題に当
然に敏感であり、立法における総合的、大局的観点よりも、その極接に受け止め、あるいは要誠された狐題の索戒な
立法化に走る傾向の帰結である。その結果は、特定の限られた職域、地域のひとぴとの利益を代表する立法案を多く
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
一○一
それまでは、労災補依の打切補償ができる期間の三年から五年への延長（昭二八、一五国会、社会党）、労災補償額
に全面的にスライド制導入（昭三○、二一国会、社会党）、休業補償のスライド韮準の改善とその他の補俄へのスラ
イド制の導入（昭三一一一、二八国会、社会党）、女子深夜労働禁止の特例の廃止（何）、割珈賃金率の改善と女子深夜労
働禁止の特例の廃止（昭三四、三四国会、社会党）、女子深夜労働禁止の特例廃止（昭三六、一一一七年、三八、三九、
四○国会、民社党）、休業補償のスライド基準の改善（昭三六年、三八国会、社会党）、平均貸金の算定力法の改善
（昭三七、一一一八年、四○、四三国会）といった断片的提案がなされているにすぎない。この柵議員立法として成立し
ているのは、第一九国会（昭二九）での一定事業における歯科医師による健康診断義務を新設した立法（旧五二条二
ているのは、第一
項）にとどまる。
最近の労働立法における若干の動向について⑳
一○二
生じさせることになる。とくに敵新政党の場合は選挙母体たる特定労働組合との結合が強く、特定労働組合の意を体
した立法につながることが多くなるのである。定期雇用職員の常用化と冬期休業の場合の特別休業手当支給を主たる
内容とした社会党提案「国有林労働者の雇用安定に関する法律」案（四六国会、昭三九）はその代表的なものである。
その内容は本来労使による団体交渉によって解決されるべき要素が弧く、法制化には無理の感ぜられるものである。
このため一般的説得性を欠き、七二国会（昭四九）への提案を最後に姿を消すこととなっている。
しかし右のことは決して消極的にのみ評価されるべきものではない。国民に密着し、国民の「かゆい所」に手の届
く立法をしてこそ議員立法であり、そこに織貝立法の面目があるのである。そしてまた、雛貝がⅡ頃柑藩している特
定の集団、地域、職域の利益を代表する立法には、蜥精に糖通しているだけに、議員立法は適切であり、弧味を苑郷
す
る
こ
と
と
も
な
る
。
駐
例
駆
立
法
、
港
湾
労
働
立
法
、
け
い
肺
、
Ｃ
Ｏ
法
、
建
設
労
働
立
法
、
ま
た
比
較
的
最
近
に
お
け
る
特
定
不
況
業種離職者立法、漁業離職新立法、船貝爪川促進立法などの一応の成采はこのこと無縁ではないはずである。そして
このような局部的、臨時的立法分野に機能することのなかに議員立法の存在意義を見出すことができるかもしれない。
しかしながら、「国民による、国民のための立法」として、議員立法がそのような傾城のみにとどまることはとう
てい不満であり、労働法のより中核部分をリードしてゆく必要がある。そのためには、Ⅱ先に生起した立法課題はそ
れとして、立法を労働法全体、さらに法秩序、社会秩序全体のなかでより総合的、大局的にとらえる眼を議員が養う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
局
部
的
立
法
も
と
き
に
は
要
諦
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
は
従
来
ど
お
り
対
応
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
局
部的立法にのみ竹んずれば、官僚主導立法が労働法の中核部を支配し続けることになる。官僚立法に対抗して議員主
導とするためには、現に官僚組織が行なっているものに対抗しうる調査研究をなす必要がある。労働立法の場合はイ
デオロギー的要素が強く、また労使間の直接的利害対立関係を前提とするため、議会における少数野党側は、その研
究を理想的になしたとしても、ただちに立法を成功させうるとはかぎらない。しかし綿密・周倒な調査・研究ののち
に、大局観に立った立法案を提示すれば、それは必ず先導的効果を発揮するにちがいない。
しかし、この調査・研究は、選挙に追われ、任期の短い議員に多くを要求することは無理である。とすれば、議員
を補佐する各政党事務局、議員法制局の任務は重いことになるが、その組織は目下のところ十分とはいえない。これ
ら組織の充実が急務であるが、かりにこれらを充実するとしても、専門的技術者を含めた危大な組織をもつ政府の優
位性は簡単にはくずれないであろう。とくに労働者の扱う原材料の複雑化、高度化、それにともなう労働の高度化な
どは、今後の労働保護法立案の上でいっそうの専門技術性を要求することは必至であるが、そうなると議員の立案能
力の限界の問題に直面することになる。さきに掲げたけい肺臨時柑憧法第一三条の、期限までつけての政府に対する
法案提出命令の規定はまさにこの問題を簾呈したものである。同条はもはや議員の技術的、理論的に困難をともなう（２）
事項についての立法椎の放棄と政府への全面的立法依存の表明にほかならず、そこに議員立法の限界が一不されている
ことはもちろん、その本質さえも露呈しているものと思われる。しかし立法を議員主導とするためには、民間の研究
者や研究機関の積極的利用、国政調査権の行使による政府組織やその調査・研究成果の活用などによって、この障害
は何らかの形で克服されなければならないのである。
ところで、今後の労働立法の進展の動向として、大別して四つの側面がある。それは、①低成長時代化にともなう
雇用保障強化への動向、②労働の鉦から質（ＤＢ］Ｈｇ・【ゴ。Ｈ嵐局員巴の保障への移行の動向、③商齢化社会にとも
なう高齢者施策強化への動向、④男女平等化への動向、がこれである。そして②を除き、これらについてはすでに野
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
一○三
最近の労働立法における若干の動向について㈹
一○四
党
か
ら
の
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
分
説
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
。
社
会
党
は
、
す
で
に
日
米
繊
維
摩
擦
に
よ
る
対
米
繊
維
輸
川
規
制
、
ド
ル
。
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
打
繋
を
う
け
た
事
業
部
門
で
の
雇
用
問
題
に
対
処
し
、
第
六
八
国
会
（
昭
四
七
）
に
、
五
年
の
限
時
法
と
し
て
、
大
通
解
雇
の
届
出
制
と
届
け
出
で
ら
れ
たときの労働大臣の助言および勧告制度、事業主の雁川労働者に対する再就職援助義務、労働大臣の雇用安定計画の
作成、公共事業への就労鹸化、手帳の発給と手帳所持者に対する就職指導、就職促進手当の支給などにわたる「緊急
脈
川
安
定
臨
時
梢
世
法
」
案
を
提
出
し
て
い
た
が
、
不
況
の
定
藩
に
よ
る
失
業
者
の
珊
大
に
対
し
て
、
第
七
六
国
会
（
昭
五
○
）
に
は
求
職者給付の増額などの雇用保険法の特例拙置、失対事業の拡大、大量解雇の抑制措置（届出制と雇用調盤委員会の調
査・勧告制）などを中心とする一一一年の限時法たる「雇川及び失業対簾緊急措置法」案を、第八○国会（昭五二）には
当
分
の
川
の
捲
低
と
し
て
爪
川
保
険
法
上
の
給
付
内
容
改
藩
と
失
業
者
の
失
対
小
業
へ
の
吸
収
を
内
雰
と
す
る
「
凧
川
保
険
等
臨
時
措
世
法
」
案
を
提
出
し
た
。
前
述
の
ご
と
く
第
八
三
国
会
（
昭
五
二
）
で
は
、
漁
業
離
職
者
、
船
只
の
耐
用
促
進
立
法
と
と
も
に
特
定
不
況
業
種離職者臨時措置法が議員立法として成立するが、翌八四国会には社会党から恒久立法として、一箇月間に三○人以
上の労働者を解雇しようとする場合の届出制と、その解雇が不適当な場合の都道府県知事の勧告制をとる、雇用対策
法
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
、
さ
ら
に
第
八
七
国
会
（
昭
五
四
）
に
は
、
雇
川
保
険
法
上
の
給
付
の
受
給
資
格
の
な
い
者
に
無
拠
川
で
失
業手当を支給する「失業手当法」染を提川している。また同党が第四八国会（昭四○）以来提案し続けている労働時
間
短
縮
立
法
に
も
、
雇
用
量
墹
大
を
ね
ら
う
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
③について。明確に高齢化社会を意識して提案されたものとして、第八七国会（昭五四）に公明、社会両党からそ
れぞれ「定年制及び中高年齢者の雇入れの拒否の制限等に関する法律」案が提出された。公明党案は、特定職種を除
き、六五歳未満の定年制の禁止、年齢を理由とする噸業主の雇入れ拒否の禁止、職業紹介事業者の年齢を理山とする
職業紹介拒否の禁止、事業者または職業紹介卒業者の求職の募集に際しての、求職者から中高年齢者を除外すること
となる広告の禁止、などを内容とするものである（すべて刑則で禁止される）。社会党案は右の定年制禁止の年齢が
六
十
歳
と
な
っ
て
い
る
点
に
差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
右の公明党案は第九一国会（昭五五）にいたり、社会、共産、民社の各党を加えた四党共同提案となっている。ま
た
、
同
国
会
に
は
、
上
記
四
党
共
同
提
案
に
よ
っ
て
、
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
法
に
よ
る
雇
用
率
制
度
強
化
の
た
め
の
同
法
の
一
部
改
正
た
、
同
国
会
に
は
、
上
詞
案も提出されている。
①について。本格的に取り組まれたのは、第八四国会への社会党提案、労基法の一部改正案で、母性保謹規定の強
化
と
と
も
に
、
三
条
を
改
正
し
、
列
女
差
別
禁
止
を
現
行
四
条
の
貸
金
の
み
で
な
く
、
す
ぺ
て
の
労
働
条
件
に
お
よ
ぶ
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
伺
党
（
参
議
院
）
は
同
国
会
に
「
凧
川
に
お
け
る
男
女
の
平
等
取
扱
い
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
案
を
提
出
し
た
。
男
女
平
等
化
の
ためのより本格的な規制で、使用者に女子であることを理山として、募集若しくは採川又は賃金、昇進、定年、退職
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
男
子
を
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
韮
本
条
文
を
世
い
た
う
え
、
現
実
に
差
別
を
受
け
た
者
の
救
済
機
関
と
し
て
、
中
央
お
よ
び
地
力
に
凧
川
平
等
委
員
会
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
以上はすべていわゆる中道派ないし革新政党の提案によるもので、労働者の直面する問題に敏感にこたえているも
のではある。しかし①については、多くは限時法ないし当分の間の措置で、内容も一時しのぎ的なものでしかなく、
本格的な立法としては解雁抑制措価をとった雁対法改正と、時Ⅲ短縮立法である。前者は大越解厄の屈川制とそれが
不適当な場合の知辨の勧告制度のみで、解凧制限立法ではない。各国に比した場合の低成焚時代でのわが囚の失業率
最近の労働立法における若干の動向について㈹
一○五
最近の労働立法における若干の動向について⑨
一○六
の低さや解雇制限法理が判例上確立されているなどの事情から、解雇制限までの強い措置は不要と判断したものであ
ろう。後者は政府が行政指導によって推進しているところであるが、その雇用量増大の効果はともかく、世界的にお
くれをとるわが国の労働時側の実態に対し、労働条件向上の観点からの時短立法は断行されるべき時期にきていると
い
え
る
。
雇
用
問
題
は
、
窮
極
的
に
は
景
気
振
興
政
策
と
し
て
の
経
済
政
簸
と
一
体
と
な
っ
た
完
全
雇
川
政
簸
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
け
に
、
労
働
立
法
と
し
て
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
の
困
難
性
は
あ
る
。
単
に
解
雇
抑
制
、
時
短
と
い
っ
た
個
別
制
度
の
寄
せ
集
め
で
こ
と
足
り
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
失
業
者
の
推
移
を
み
な
が
ら
、
よ
り
多
而
的
、
総
合
的
対
応
立
法
が
練
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
の
二
つ
の
四
党
共
同
提
案
は
、
わ
が
国
で
さ
し
迫
っ
た
高
齢
者
の
脈
川
問
題
を
も
っ
と
も
而
肌
卒
直
に
解
決
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
刑
則
に
よ
る
従
年
制
禁
止
を
小
心
と
す
る
「
定
年
制
及
び
中
洲
年
齢
者
の
Ｍ
入
れ
の
拒
否
の
制
限
弊
に
側
す
る
法
律
」
案
は
、
特
定
職
種
は
除
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
か
な
り
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
内
容
を
も
つ
だ
け
に
、
そ
の
現
実
適
応
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
（３）
こ
の
よ
う
な
立
法
と
平
行
し
て
、
こ
れ
の
実
現
を
図
る
た
め
の
国
家
的
助
成
措
世
の
一
厨
の
充
実
も
要
諦
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
中
商
年
労
働
者
の
凧
川
、
退
職
に
側
す
る
勧
告
」
（
八
○
年
六
月
採
択
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
揃
齢
者
の
た
め
の
作
業
環
境
や
労
働
条
件
の
改
善
（
超
過
勤
務
の
制
限
や
年
次
有
給
休
暇
の
珊
加
な
ど
）
措
置
も
必
要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
た
だ
労
働
確
保
の
み
で
は
夢
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
外
国
で
は
定
年
年
齢
引
き
下
げ
の
傾
向
も
あ
り
、
ま
た
老
人
の
休
息
椀
の
問
題
も
あ
る
。
企
業
年
金
の
充
実
そ
の
他
社
会
保
障
制
度
推
進
の
施
簸
と
も
関
連
づ
け
、
よ
り
豊
か
な
高
齢
労
働
者
の
姿
を
描
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
④の男女平等原則の確立については、もはや誰しも異論のないところである。定年についての差別禁止はすでに判
（４）
例法上ＪＤ確立されているといってもよく、けっして現実ぱなれしたｊｂのではない。むしろ立法が立ち遅れているので
あ
る
。
昇
進
、
退
職
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
募
集
、
採
用
ま
で
と
な
る
と
や
は
り
現
実
適
応
性
の
疑
問
が
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン立法に終る危険性がある。また「平等委只会」の救済機関も、平等実現のためにはこのていどの制度は必要で、け
っして唐突なものではない。
雌
後
に
②
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
．
－
腱
経
済
成
長
は
、
議
力
不
足
基
調
「
ｌ
彗
棗
川
に
近
い
状
鵬
ま
で
ｌ
と
と
も
に焚企の上外をもたらし、古典的な労働立法上の牒題であった労働の逓的側面（Ⅱ貸金、労働時間）のウェイトを机
対的にはＭ少せしめ、労働者や労働立法の側心を労働生活の斑の而に移行せしめるという世界的動向を生じた。この
労働生活の質の具体的側面として、フランスの労働社会単者Ｊ・Ｄ・レイノー教授は、安全・衛生、労働負荷（ョ・門‐
屋・日）、疲労、騒音その他の不快条件、労働速度、夜勤、単調性、倦怠感、挑戦感の欠如、屈川の安定性をめぐる側
（５）
面を指摘している。ただ、この「質」の具体的内容は教授自身ｊｂその不明確性か」認め、その責任の一端は「実は問題
（６）
それ向回体の性格であって、内存を画一的に予め特定できないような諸要因の総称」であるとしている。その内容は各
国によって異るであろうが、ともかく労働者の関心が労働の鐘以外のものに移り、労働生活の快適化からさらに生涯
生
活
の
充
実
へ
と
指
向
し
て
い
る
こ
と
は
わ
が
国
に
も
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
わ
が
国
の
場
合
、
貸
金
、
労
働
時
川
両
而
で
労
（７）
伽の雌的側面はいまだ十分のレベルに達しているとはいえず、この面での充実策は依然として重要性か」Ｊｂっている。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
よ
り
幅
広
い
労
働
者
生
活
の
充
実
策
は
潮
時
炊
く
要
論
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
この而からは、衛生の側而はもとより、労働環境の快適化、労働強度の緩和箙、単調労働への対応蛾、余暇対箙な
どの日常労働者生活の直接の改善箙から、子女教育問題、住宅問題、老後の年金問題といった生涯生活上の政諜簸に
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
一○七
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑳
一○八
い
た
る
ま
で
の
課
題
が
立
法
の
Ⅱ
標
と
し
て
猛
場
す
る
。
生
涯
生
活
上
の
課
題
に
こ
た
え
た
も
の
と
し
て
は
政
府
提
案
立
法
た
る
勤
労
者
財
産
形
成
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
成
功
は
、
勤
労
者
が
い
か
に
こ
の
而
で
の
施
策
を
瓢
ん
で
い
る
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
菰
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
官
僚
主
導
立
法
よ
り
も
、
よ
り
労
働
者
に
密
着
し
た
立
場
に
あ
る
革
新
政
党
議
員
に
よ
る
議
員
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
当
然
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
は
、
不
可
解
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
住
宅
に
関
し
て
は
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
法
が
あ
る
が
、
勤
労
者
の
住
宅
問
題
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
は
あ
ま
り
に
消
極
的
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
財
形
法
の
改
正
案
、
さ
ら
に
企
業
年
金
立
法
な
か
ん
づ
く
小
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ
る
退
職
金
の
年
金
化
は
当
然
に
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
今
後
の
こ
の
面
で
の
多
角
的
、
総
合
的
な
議
員
立
法
提
案
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
（１）昭和三四年の「けい肺審議会」の公益委員案で指摘されているところである（村上、前掲書一九頁以下参照）。
（
２
）
こ
の
意
味
と
は
別
の
意
味
で
、
規
定
内
容
の
複
雑
化
か
ら
法
文
自
体
が
専
門
技
術
化
し
、
き
わ
め
て
雌
解
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
も
議
員
立
法
の
立
場
か
ら
無
視
し
え
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
（３）昭和五六年一川一九Ⅱのこの佃題についての凧川群議会篠巾では、商齢粁むけの設伽投安の助成、商齢者の総合的健康管
理対節、労働安全砿係、職業教育訓練の充災の必要性が述ぺられているが、これら総合的配慮が必要であろう。
（４）最近あらわれた最高裁の判例としては、男子五五歳、女子五○歳とした定年別を無効と十る昭五六年三〃二四Ⅱ判決（Ⅱ
産
自
動
巾
噸
件
、
労
働
判
例
三
六
○
号
）
が
あ
る
。
（５）フランス・イタリーの例からの指摘である。法政大学国際交流センター編「団体交渉と産業民主制」六一頁。なおこの点
に閲しては、〕・ロ開田■ｚシロｐ倉伊研⑫百日８筋．』＄［勺貰：⑪。〔】同日斤葛勺．怠の庁⑪・参照。
（６）同右、「団体交渉と産業民主制」九五頁。
（７）昭五五年の労働行の調交では、躍低伐金の改定によって祓接に焚金が引上げられる労働者数は一七○万人にのぼり、また
最低賃金の対象事業所の二割が違反貸金を支払っていることを明かにしている（昭五五、一二・一六日本経済新聞夕刊）。
以上、現行憲法下における労働立法分野での議員立法をトレースし、その成果の分析と課題（Ⅱ問題状況）の指摘
をおこなった。成立した議員立法のほか、廃案となった、したがって野党所属議員の提案した立法案にもかなりのウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
。
こ
の
野
党
は
、
戦
後
の
長
期
保
守
党
政
権
下
、
い
わ
ゆ
る
革
新
政
党
あ
る
い
は
最
近
い
わ
れ
て
い
る
中
道
政
党
で
あ
り
、
小
論
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
論
じ
た
。
し
か
し
将
来
も
し
保
革
逆
転
と
も
な
れ
ば
、
状
況
は
か
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
労働立法分野における雛且立法あるいは議員立法提案は姿を消し、労働立法は与党たる革新政党と一体となった政府
提案立法が主導的となるのか、そしてその場合の政府提案立法は保守党政椛下のそれと本質的に異ったものになるの
か、は予測困難である。しかし、保革逆転した場合にはもはや小論が前提としたような問題意識の大半は消滅し、新
たな問題視角からの検討が必要となる可能性は強い。
ともあれ、現行憲法下三十有余年、労働立法分野において議員立法（案）の成采と課題は以上にみたごとくである。
個々的にはかなりの成果をあげてはいるが、概して局部的、臨時的立法分野が中心となっているごとくである。おぼ
ろげながらではあるが、ここにいままでの議員立法の型と役割がみいだされうる。その特質はけい肺臨時措置法一三
条に集約されている。しかし、冒頭に述ぺた議員立法の使命にてらせば、これではきわめて不満足である。不満足の
原
因
は
帰
す
る
と
こ
ろ
議
員
に
お
け
る
立
案
能
力
の
欠
如
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
省
み
て
、
今
後
の
議
貝
立
法
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。
〔
付
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
の
閲
覧
等
、
衆
議
院
法
制
局
の
御
好
意
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
㈹
一○九
ち
な
み
に
、
同
年
改
定
の
最
低
賃
金
額
の
全
国
平
均
は
二
、
八
一
二
円
に
す
ぎ
な
い
。
労
働
時
間
面
で
の
遅
れ
も
顕
薪
な
本
尖
で
あ
る
。
〔
五
〕
お
わ
り
に
最近の労働立法における若干の動向についてい
本稿は昭和五一一一年度法政大学特別研究助成金の助成を受けたものである。
一
○
政府提案別，lj側立〃&提案とその経過一覧
（節ｌ国会～館9111J会）
〔付表〕 讃、，
ＪｌＷ１的労(IliIlQ係〃（
(Ⅲツ)Nlik・勿飼法
『
７１
'二
（１）
番191
号会 暁の別 fI2提ｊｌＩＩ案 蛾ｌ１ＩｌＭＩｌＩ案(委員l4IH察を念む） 玖岬提１１１案 経過 ＨｉＪリ
５ 2ノ `1．２８
l`１上
ｸ)lU机合法
ｸjluI関係凋笹"§の一郎改Ili
法
⑳
⑫
2５．３．１３ 弥働$lln肱の一部政j[法 ⑪
1３ ２７．５」０ 勿幽関係閃笹扶の一郎改11：
〃 ⑫
１６ 2B、６．１４ １１気施離及びｲi炭鉱案にjj
jろ争蝋i丁為の力i）`の蜆ﾊリ
［閃する"郷
⑫
2０ 衆 29」1．３０ ﾂjlUIll合"8の一部改lIi法
(｢l民） ⑰
労働姿11余の姿11敗
のMIm
３１ 衆 3３３．２７ 鋤ＩＩＪ関係lｿi鮫における労働
4{1台の当111打igliIに1mﾂｰる
"Silt（#l）
②
労働ｉｎ合に当事衙適
IIlWl堺
３１ 衆 ３１．２．１８ 同」も 紗
3８
参
３６．３」６
3６．３．２３
同」も
ﾂﾌﾞNIIⅡ合"iの一部改iI:iｋ
(I（）
⑨
癌 地労委の弥働者盗l』推薦荷の範囲の拡大
3９ 参 3６．９．３０ 同」： 鯵 1（ ｣Z
4０ 参 37.22 同上 ⑮ 1； 上
４１
参
37.8.21
訂．８．２】
”lb)関係"「脇における労働
ＩｌＩｎの当111荷適桁に1Vける
iAiF（社）
耐剣ﾘｲ案及びｲi炭鉱典にお
ける範設行ハの刀扶の岨利
に閃する〃4iI1を魔lﾋｻ・る〃：
i1１（眠）
鋤
⑭
労働t11合に当事打適
桁
,1６ ＆ 釣．２２５ 同」Z ②
4８ 参 4０．１．２３ 同」 ⑨
５１
衆 4１．２．２５
4１．３．３
同」
勿働111合法の一部GI(jE法
③
⑪ 労委のＩＨ期延長と来
京。人阪の地労委姿
１１敗の垳加
5５ 衆 4２．６．７ 同上 ⑬
6５ 衆 4６．５．１０ jIjnWl合"iの一部改１１：（#1
会勿1,要ＩＭＬ） ⑰
'１】労姿委11敗のjhIll
(２）
耕回
Ｂｊ会 院の別 fIZlIB）１１１乗 ＡＨｌｌｌＭ１１１薬(姿１１艮拠案を含む） 政府提１１１案 ﾙﾄﾞ遇 ､『希
6８ 衆 4７．４．２５ 荊凱ﾘﾘ難及び(j炭鉱粟にお
ける1,2A行為の方法の班ｂｌ
に関＃･る法iIIを廃I上する肱
ｲド（l③
⑰
5３．２．１７ ﾂjllIllWWAの一部改il§法 労働姿11余の)透散M１
１２）Ｗ公労働法（非現莱公務１１関係は除く）
番ＩｌＩ
ｌｊ会 院の別 年挫ｊｌＩｌ案 ｌＲｌｌ提１１１案(婆lllを１Ｍ薬を含む） 政ＷｌＨⅡＩ案 経Ｈ１ 灼考
４
23.123
、３別
公』し企梁体弥働I､係扶
同上一郎改正法
⑪
⑰
1３ 27.5.10 地〃公渕企藁労mIm係怯 ⑳
1６ 衆
２８．６.】４
同上
公共企業体等労働関係肱の
一部改正法（1t）
地方公営企業ﾂjnI関係iAの
一部改正（社）
⑭
⑨
スト楢匝】in，公労委
の､1段０専従職ll制
等
スト楢IDI復，ＷIHI職
11制等
2４ 3１．３．５ 公jL企業体等労凹側係法の
一師改正"古 ⑪
2６ 参 3２．５．７ 公共企莱体等，i例関係iAの
一部ill(jI：（社） ⑰
、』】OHU1に。､ての
政斤iﾉﾘi助禁１１:の1W除
幻 衆
32.1】、６
同上
公共企秦休等”161関係"（の
一部改正（社）
地方公営企案労働関係"Kの
一郎改iＦ（社）
⑬
⑰
スト柑回u１，Ｗ従職
ｕ制等
1【１上
2９ 衆
３３．６.塊
同上
公共企難休等ﾂjHllYl係iAの
一郎政ｊＥ(社）
地〃公怠企業〃BIlW係"`の
一部政11：（社）
⑰
６９
１１上
|`0１上
3０ 参 33】0．２１ 公共企業体等舛働関係ｉｊ簿
の一部政jＫ（11） ③
ＩＬＯ87号条約関連。
オープン･シコププハリへ。
３】 衆参
33」２．１１
上
、２．６
公共企業体等勿働関係"`の
一部６１(圧（社）
地方公#《企案鋤働関係肱の
－部改圧（社）
公共企jUMﾄ等労働関係iA等
の一部汝iI：（11）
③
⑥
④
スト枢【p]複．Ｗ従載
H1制鱒
Ｉｉｉｌ」も
３１
3１．４．２８
3Ｉ．４．２８
公）し企梁体QOﾂj側関係法の
一部U(正
地〃公営企業労働閃係法の
一郎H(正
愚
③
ｌＬＯ師$3条M1関連
Ir,】」と
犀一脚
－
１
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ価一旭－
１
１
１
１
（３）
i1ｹ国
ｌｊ会
暁 拠衆坪川佃 ＭＩＩ』腿１１１案(委貝Ｉ（拠衆を含む） 政府腿１１１案 経過 附罵雌
3８ 3６．３．２５ ｣2111二I'卜とIiilC 鋤 」：
`10 ３７．４ 1３ 同上 ６０ 」
4３ 3８．８ ２ lii］」二 ④ 」
0111 38.ＩＣ 1７ 1両Ｉ」 ⑰ 」
4６ 38.12 2０ 同」 ⑨ 」
`1８ 参
010.1 ”
40．‘１．２】 公」し企莱休等の労H1打の”
価)A本樅の確保及びI⑰liuの
た耽りに公）し企梁体等労働側
係法の一部を改正する法1Ⅲ
案（社）
同上 ③
⑨
161」
7５ 49.】２．１０１ 公共企栗休禅ﾂjllj凹係"iの
一部改正 ⑪
公対饗委11の定数端
淳
ⅡＩＭＩ別的労使lM1係法
１１１労侭１AiV;法及び'１０通"ｉ
稀IＦＩ
Ｉ)会 院の別 挫衆ドーーＩＪＩ 蝋ｌ」災１１１案(姿１Ｍｔ提案を含tf） 政府提１１１衆 $モ週 (ｌｉ：勝
５ ２１．‘1.28 鉱１１１保安〃 ⑰
1３ 2７．５．１０ 〃11Ｉ雅餓"i一部４１(正 ⑲ 貯諮17理弊にﾂj仇l(Ｉ
定によるiLil限柳人，
女子深夜労働等の改
iIH。休難1Ｍtにスラ
イドlＡＩ１
1５ 衆 2８．３．１１ 弥他）AilA法の一部改正（社） ⑮ 打切lili仇できる期１１１１
を３fIZから５年へ。
1９ 参 ”．，１．２８ 鋤ｌＭＩｉＷｋの一部改正
(各派） ⑰
一定のⅢ(梁でのⅡI科
医師による随ui鯵断
幾1%Wi没
2１ 参 3０１．１０ 労lUAWW§の一部政ilミ（社） ⑰ 労災ＩＤＩ､瓶に全mi的
にスライＩ稔l靭人
2２ 参 3０．３，３１ 労働腿１Ｍ:の－認改正（社） 徹 Iil」二
2８ 参
33.3.17
33,4.２１
労R)）filA法専の一郷改正
(社）
労仙AWl法の一部改疋（社）
職
⑰
休難杣､Iのスライド
雄(Rの改艀とその他
のNiU(へのスライド
$Ｉ卯人
女子願皮労働時111]の
特例の廃112
3０ 3３．９．２９ 肱111保安"(の－INI改iIi ⑫
3１ 3１．２．３ １１１小金難iIl職金JL済法 ⑲
【
［
Ｉ
粟｜
'
(４）
ifiIH
号会 暁の別 H1：提ｊｌＩｌ策 9Ａ風腿１１１栞(饗１１長llR案を含ti） 政府鯉１１１案 鵬過 備考
３１ 衆 3,1.2.18 弥働』AilA法の一部改正（１１）
紬
k11伽f金HIlの,M(砦と
女子沫皮〃Ib19ｹﾞ間の
41｢例廃jl8
3８
参
36.2.15
3６．３．１６
3６．５．３１
〃IMA(11A法の-側l攻iﾘミ（民）
弥側鵬iV1法専の一部攻il：
(凪）
【１１小企雌退職金』し済"iの一
部改 ⑰
⑰
⑨
女子深夜勿働Blillllの
４ｹ例廃11：
休雑MiOI鰯のスライ
WAiViのill(秘
3９ 参 3ａ９．３０ 鋤11MＡ準法の一部改nK（民） 女子深夜ｸjfll時間の
1$例穐11s
’10 参
3７．３．８
3７．２．２
3７．４．１７
37.4.17
Ii1上
ｼjIlIAAiVWiの－１M(攻ilK（社）
lj難ｿjIU節､蜘紺1$銅版(#l）
鉱''１保安法の－１１１改正 ⑫
③
⑨
鈴
同」二
平均lr金のＪ１[定方法
の改答
`1３
参 3８．２．８
3８．２．８
3８．２．２２
ﾂj(ＭＷｉ法の一部攻iＨ（１１５）
l戈蛎ljflI総nM(補0M締り1A(社）
弥仙災11Ｉの防lLに1MＭ.る"ｉ
１１（
④
⑨
鰯
同」二
4(Ｉ 3ａｌｑｌ５ ｌｈＩ」二 ⑨
4６ 3９．４．２ 鉱111保安法の一郎1M【正 ⑰
dI8 衆
39．Ｌ２０
ｲ０．４.IＩ 〃flMAiV;法の－部改Ⅱ：（社）
鋤Mj災榔防11:111体等にⅡ１Ｍ．
ろ法il（ ⑱
③
週休２p31illI入など
労働時Ⅱ{Ilji縮その他
弥務AAiVHの改糾
５】 衆 ４Ｌ３．１８ 何」： 同上
5５ 42．‘1.28 Alll災11J防11:l(l会等にIⅢﾂﾞ．
ろ"ｊｉｌＩ ⑰
5８
衆 43.4.溺 〃HMAili法の一部攻jIH（社）
【１１小企難退繊金jt済法の一
部改
鋤
⑰
週休２[I巾１ｺ！[人など
弥働時1111虹縮その他
舛働盤ilAの改錦
閃 参
45.3.26
4５．３．２６
111潅手当法（公）
鋤M1雄iV1"iの一部攻ili（社）
⑰
⑰
産休期IlIl0lIl産手当
金支納期M1の娃長な
ど
6５ 衆 価．３．１８ 〃働川ＷＷｔの一部改ili（社）
⑨
週休２「l制導入など
ﾂj働時lN1In縮その他
鋤HMKilAの改讐
山１１.HIImllI耶人ロ
’鈴
(５）
会稀号 暁の別 flHI肥ﾉ１１１衆 砠瓜提111案(姿11反IIL案を含む） 政府ｌｕｌｌＩ栞 維過 伽港
6５ 参 ｲ6．２．２２ 女子教ｱﾘ鞍117『児休暇法
(社）
６０
館 ４７．２Ｊ６ ﾂj肘安全術４１:法 ⑲
７１ 衆
018.5.25
0１８．５．２５
体[lの範､Iの改定沖のため
の民)１１玩訟法等の一部攻I［
(社）
銀行"(の一郎改正（社）
⑨
０，
週休211刺ｌｌＵ係
Iiil上
7２ 衆
4９．３．２
4９．４．６
ｳWWAilA法の一部攻iＥ（社）
体【lの範囲の改定沖のﾉｰめ
の氏Ⅲ｢獅訟鞭の一部改正
(社）
⑨
③
fliIMl斑鮒と。女子係
鐙規定の改響
juI体２【】制iU係
7５ 衆
5ｑ２．１３
5０．５．１０ ﾜ)働賠鵡法の一部ql(正（社）
{):典瑚１，測定法 ⑰
② 9$１１１腫繍と女子保襲NU定の改警
7７ 5】、２．１６ it金の支払の確保蝉に恨吋
ろ法１１１ ⑪
8０ 5２．３．１８ ﾂj側安全衛生法の一郎政ilH ⑫
８１
衆
参
53．Ｉ．５
5３．４，１，１
53．‘1．２８
5３５．８
ﾂｊｍＭＷ;法の一部【H(正（社）
ﾂjlMii1hijiの－部改11：（社）
，jllMW;法の一部改正（共）
mllIにおけるﾘ】女の平等取
lHいの促進に関する法1ド
(ｉｔ）
③
鋤
⑨
⑬
週休２｢I制ﾘﾘ【人．価
金WljliIII1のり|｣1げ
ﾘ}女鋸別跳I上。ｌｌ性
保型のための柵iM強
化
11体２[J告１．１週`1０
ｌｉＩＩＭＩ確立
ｿl女平淳蹴川と賊川
jlz等姿１１余の投刷に
よる救済手OAiの確立
8８ 衆 5１．９．３ 銀行"iの一部政ilヨ（社） ⑨ j１M体２[]狐llq連
０１
衆
参
55.2.12
5５．２．２９
5５．５．６
5５．５．６
ﾂjlWAjWAの一部改正（社）
liillⅡにおI)るり】女の平等奴
吸いの促巡に関ﾂｰる法ill
(社）
111小企難in峨金jti7Wkの一
部改
労働安全術(I:":の一部改iＫ
⑰
⑫
④
④
雌投ｴﾘﾘのH1画の安
全性に側するFli前審
iIf制血の充災強化等
jul体２[ＷＩ卯 ．ｉＨ
金網lIIIi1の$|き上げ
5311;腿111法楽とＩｉｊ]じ
(2)AlOflY金扶関係
’ ■■｜》｜》一岬
(６）
会齢研 腱の別 年腿ﾉ】日案 &ハ１１腿１１１案（姿１１長提案を念ひ） 政Ｈ１提Ｉ{１束 経iｕ 側瀞
1９ 衆
2９．４．９
29..1.9
2９．．１．９
”、４．９
jWlRIY金法（右ILt）
Al(lLll【金保障金臓公)1(法
(ｲrH3）
雌0(if金法（左社）
Ａｌ(ILlf金保障金ＩＭＩ公11(法
(た社）
③
⑨
④
⑪
法定一ｉＭｌ低'１【金利
法定-11(峨低lR金制
2】 衆
29.12.10
”､12.】０
A1llRlf金iＡ（社）
Ａｌ0(11金保障iMM1公11("：
）
③『
⑨
法定一iI1At低lY金制
2１ 衆 3Ｌ４．１３ ＡＩ低ＩＦ金"i（lLl） ６０ 同上
2６ 衆 3２ ２ 2６ 111上 鯵 lii1上
2８ 3３ ２ 1５ jI10(If金抜 ⑨ 業fflWⅡ11)i1lIO心
2９ 衆 3３ ６ 2８ Ｉｉｉ］」二 ＄ 打鍵－１Ｍｌ低if金制
3０
衆
3３
3３
９
1０
2９
1iil上
Ｉｆ１ｌ： ⑨
⑨
業者１１１Ⅱ（１）i2II1心
法 一iI(股低IH金制
3１
衆
33.12
33.1【
10
1１ |(）上
ｌｎｌ」： ⑫
織
雄？
法)１
lHlMI定'１０心
一iM1低'１金制
3１ 衆 ０１ ２】 」 ③ liil」：
郷 衆 3６．３ 2２ 」 ⑨ 同」：
3９ 参 3６．９．３０ 峨低ｉｆ金ｉｌｉの一部攻i［（I（） ⑮ 労(f協定。稀瓢会決定方式への移行
'10 衆 3７．．３．２ ｌＷＭＹ金波（社） ⑪ ":)iH-iIIAt低ii金制
`1３ 衆一参 3８．２3８．２ 2５1５ 同上Al低'１金";の－部改il：（瓜） ⑨砂 同」：36(I【礎llIiﾉi衆と同じ
4６
衆
衆
3９．２ 2５
３９．３.”
A1低IY金〃 の一郊改l}：（瓜）
Al低lY金法（社）
④
鐙
同上
股O(lY金仏Ｍ１会によ
る一ｉＭｌＯＭＹ金沢定
刀式
`1８ 衆 1０．３．５ ｣WKlR金"：（社） ⑨ 同」：
５１ 衆 4１ 3．１８ 同上 鋤 同上
5２ 衆 4１ 2.25 ＡＭＩ(lY金法の一郁改iＨ（民） ⑬ 3911:lLllII";案とIii】じ
5５
衆
０１２
4２
5．２７
5．２０ 股llIlf金"：（社）
llMlMR金"ｉの一部咳il： ③
⑳ ”11:IuIIl扶衆と同じ
5８ 43.1.31 lil上 ⑳ 柔澗H1Ⅱ(I定方式の廃
Ｉ上鞭
層(７）
濡旧
号会 暁の 年拠ｊｌＩｌ栞 鋼’'１提１１１案(委仙'＆ｌｕ案を念⑪） 政府腿１１１案 雁過 I、：j；
5８
衆
参
4３．１．３０
43.3.21
A1低ＩＦ金法（1t）
股低1t金ﾉハ（公他）
⑬
⑨
3911:IHlII法案とIＩＤ】じ
姿11会決定〃式を凧
Hｌｊ（命Iロ．地域）
６１ 衆 ４４．３」７ 最低ｉｆ金扶（社） ⑮ 3911z提１１１法案とIii1c
6２ 参 4４ 1１ 2０ 最Ot1Y金ハ (公） ④ 4311 拠111法案と同じ
6３
衆
参
4５
4５
４
４
２
９
最低lY金法（社）
最低if金jＡ（公）
蝿
④
3911
431’
lulU扶案とＩＩｉ]じ
腿１Ｍ 案とＮじ
6５
衆
参
4６
4５
３
２
1８
1９
股低価金法（社）
最低it金怯（公）
鐙
⑯
39fＩ
43（’
腿lUn
提１Ｍ
案とＩｉｉ１じ
案と同じ
“
衆
参
4７
4７
３
３
鹿
2２
餓低1t金法（社）
最低lY金〃 (公）
④
鰯
3011
4361
鯉111案とI`,lじ
lMIll案と同じ
7１ 衆 蛆 ４ 10 最低IY金〃 (社） ⑮ 3911:提lh案とｌｉＩＩじ
7２ 衆 4９ ３ ２ 1,1」 亀 InI上
7５ 衆 50 ３ 2４ lb1』 ⑫ ｌｂＩ上
(3)家IDIツj働扶
iIM副
$)会 暁の別 ５１：１m）ｌ｢】衆 狐１１提１１１案(姿11長提案を含む） 政府ｌＩｆｌｌＩ案 》ｆ遇 俄轄
2６ 衆 3２．２２６ 家内”側扶（#l） ③ 鋤船10)長によるA尚低ﾌ)側111酬の快)i1等
2９ 衆 33.6.28 [【Ｉ」さ ② 同」Z
3０ 衆 33.10.1 同」 ② Iij」
3１ 衆 33」２１１ I〔,］」 ⑥ 」
4３ 衆 3８．３．１４ 同上 ⑳ 般低ﾂｵ勘OllMlの決定．
家内労働荷組合
4８ 衆 40.1.23 １１，１上 ③ 同一上
5】 衆 ４１ ４ 1４ 同」 ③ 何」
5５ 衆 4２ ５ 鋤 1(i】」 ⑮ Ihjl」
5８ 衆 4３ ､３ 1５ I{i］」 ⑭ 何」
6１ 参
`1.1 ３ 濁
4４．３．２０ 家Pl”働扶（公）
家内労働ﾉﾉ８ ④
鰯
家内労働行手帳，労
〃(局長によるlIML工
lY決定等
6２ 参 4４．１１．２９ 同」３ ⑰ 同一I：
6３
衆
参
45.217
4５．４．２
槌．４．９
家内〃働法（#I）
家内鋤、法（公）
駅IAl労働法 ⑫
③
⑱
38fIz提案法と同じ
44fI2提案法と同じ
１１）じん肺．けい16等の特ＭＩＩの職業lii対簸
(８）
番囚
号会 院の fl：鯉ｊｌＩｌ案 ｌＡｌＩ礎１１１案(姿ｌｌｌｔｌｕ案を含む） 政Ｈ１提ⅡＩ案 帷過 備考
２１ 参 30.1.10 雌91j法（#l）
癌
雄lljに対する予防柵
例と。一部国11(負1m
によるｷｹ別の止価み
捕価
ね 参 3０．３．３１
3０．５．２３
肺法（社）
けい肺及び外側性せき髄1０１
Ｗに関する1》MＩ保護桃
⑪
⑬
同１１
ザ防備iHと０Ｍ鴎半
加IMuの特ｌＩｌｌ胴(1K等
2８ 参
3３．３．１７
羽．４．２２
りい肺及び外側Ｉ性せき61隙
Ｗに関する特別保護iAの－
部改Ⅸ（社）
けい肺及び外側性せき日障
沸の椒礎等に関する臨時１＄
iH"i(F1民，＃l会．tIlLl）
⑪
⑰
ORIiQ・縦養給付の光
災
等
付jbl]Ｗ､lの支給
５fI2を雛過してもな
41らない折に対し、
国庫lMl1つき４$別給
｛､１
釧
衆
3$」2．２９
3ａ３２９ 上;｡":iI1の一部改jＥ（#1）
しんIIj法 ⑰
伺臨ﾘｹﾞ船in肱の期Nｉｌ
111挺長
3８ 参 3６．５．３１ じん肺Ukの－１Wl改正
(民，公）
⑮ じん肺補価のﾊﾞﾘ没
`1０ 参 3７．４．１７ じんl1j";の一mj攻ｌＫ（１１）
⑨
低j皿職時６１Ⅲ鯵断．
じん肺対自者手帳制０
作難OK換命令制，ｈ６
価の１ｹ例等
４３ 参 兜’２．８ lnl」2 ０６ Ｉｄｊｌ上
５１ 参 `10.12.20 －鹸化炭素'１１洲症に関する
特別NmHl法（Ⅱ） ⑰
ｆ防、他順行理，解
雇汕IRI・特別繍価
5５ 4２．６．９ 炭鉱災Ｗによる一破化脱漏
ｌＭｌｌ,Yに関する特H'ⅡＭＨＵｉ ⑲
１５）労災保険〃$
冊回
$)会 暁の別 礎案年月Ⅱ 詔１１提１１１案（姿111亀IIL案を含ｔｊ） 政府ｌＨｌｌＩ案 艦過 蛸瀦
２ 23.6.11 労災OiL険法の－lYhIh正 ⑰
５ 24.4.25 IｎｌｌＬ ⑰
７ 2５．４．８ １，】」 ⑰
10 ２６．２.郷 同」 ⑪
配 30.5.30 1`Ｉ上 ⑰
，|騨潔臓蝿！
ﾖ1１
(９）
iIiIll
8会
2１
暁の
釜
年捉
ｊｌ
Ｉｌ２侭
315.28
鋤．ｌ:,
銘 詮 (llj、５．３１ １６１12
鹿
じん；1J締１．１（11肋I(Ih
lI1つき）１１(趣守じん
I1jAlAlfの保護
`1８ 4ｑ２．１８ １，）」： ⑫ IF金化の拡充等
錨 ４２．゜１．２８ ｌＩｉｌ」： Q、
鍋 衆 4３．．１．２７ ＩｈＩ」二 ⑨ 全面適川化と雑(･IIAli:；の攻iUI
6１ `1４．３．４ 」： ⑰
6２ 44.12.1 」 ⑰
6３
衆
4５．３．２
｡1５．４．１０ 同」：
15】上 ⑫ 陳謝傭0(１１:金，ｉｎ峡ｉＩ:金の額の改溌鰯
j､助災Ｗ楠ｉｎ制卯人．
脚智補ｉＷ金の改警，
スライド制等
7１ 48.2.17 同上 ⑰ 逆助災迎脆HW1nl役
7２ 49.2.18 ｉｎＩ上 ⑮ 陣押補11(fF金，ｉｎ族Ni伽fI2全のり|上げ
701 `19.12.Ｍ 同」邑 ⑫ 同」１
7７ 5１．２１０ 同」：．
⑰
労働側lAlIl難新投。
長"j鱗ｉｔ者に対する
緬価の改疋等
IIljiilⅡ1係隊法
11）一般
稀国
牙会 暁の別 Ｈ１：提ﾉ１１１案 蝋ｌＩ拠ⅡＩ察(委11趾捉築を含む） 玖川提１１１案 経過 ＩｉｉＪヅ
”、８．１３ Iiit払安定法 ⑫
２
23.6.Ｍ！
2３．６．１６
lMll職築安定"：
轍粟安定"ｉの一部改正
⑲
⑫
５’
2４．４．２１
‘４．２２
I可」：
緊急失業対簸法
⑫
⑰
７ 2５．４．６ Ｍ11職粟安)鋤 の一部政iIH ⑫
戸窯歸Ｉ
｡IBi此TRnUHJ1ヌ
・６XIHのIＩＯ１
(10）
番側
号会 暁の別 112提ｊＩＩｌ案 ＡＮｌｌｌＨⅡＩ案(姿H1&提案を含む） 政Ｈ１蝿111案 紐過 衡考
1６ 衆 2８．７．３１ IRIiIl28年６ハ及び７ノIの大
水宵による被背地ＬＡにおけ
る失業対煎躯業に関する特
別ＩＭＴ法（水ﾂｨ対顛１Ｍ11委
１Ｍ&）
⑰
1７ 衆 28.11.6 上ＩＵ１ｉ別柵固怯の一部g(正
(名派） ⑭
BIlIn28(I:風水溜立法
を同年の冷Ｗにも道
川
2３ 衆 30.］2．１０ 緊急失業対顛拡の一郎改正
(社）
⑪ 【AI庫補助111の；|上げ
2６ 3２．３．２５ 凪1Ⅱ海鼠会設mWA ⑲
2７ 衆 32.11.8 １５lxは地方公共111体が失業
対jlIlIl紫に胴Ⅱルノ２職11に
対＃･ろ期末手当に関する法
1ド（Ⅱ）
CＤ
2８ 3３２．２１ 職典０１棟法 ⑲
3１
衆
参
3４．３．３１
３１．３２７
職東ｌｌｌ棟扶の一部攻iI：（社）
卯(卜陣瞥打聰川扶（ｉ[）
③
⑰
ili町村．ツjRIIu合評
の行う職粟ljIIWiへの
補助
身障樹の1,1Ⅱ11Q研。
Hf金補助。１W胴制限
など
3３
衆
34.ｌＬ５
34.11.12 81Ｗ１１３１年７ノ】及び８ノIの水
溜又は同fl:８'1及び９Ⅱの
駄水ｿｲを受けた地域におけ
る失粟対施躯業に側する時
))ﾘｌｌＷｌ注（＃l）
IVllⅡ弧ＩＦ７月及び８）Iの水
WxIi同'1:８ノl及び９ノlの
凪水将を受けた地域におり
る火災対鞭事業に関する特
MⅡNiH"《
⑪
⑨
３１ ３５．２．１７ 身体'@宵朽歴川促jujﾉォ ⑫
3８
衆
3６．２２４
3６．６３ 職珊安定"t零の一部攻jⅨ
(社）
粗IⅡ促進il1巣、峡 ⑫
地方薊ｆｌｉｔ.(の鹿lｆ
4３
鯛
38.1.28
3８２．１３
382.1】 職粟安定法等の一邪01(]［
(１１）
lbIlⅡ促進111粟11}jAの一部改
嗽繋安)i:法及び緊急失業対
鞭"iの一郁改111
⑪
⑲
㈹
金属触粟ＭＵＷｉにﾇＩ
する業防の1$例
[Ij高年火粟朽に対す
る就職促進の'こめの
特別梢(H，失対噸藁
を失業淵it労j11業と
高齢失飛行99ht労馴
案に二分等
地方ﾘ{研T(のljEI上
１
口
｜謄雨
|IIJ
|￣￣￣再
|鰯■
届
(11）
番1hJ
号会 隣の別 fIそｌｕｊｌＩＩ案 狐ｌｌｌＡｌＩＩＩ案(委１１１４提案を含む） Al（川Ｉｕｌｌｌ案 IH通 俺ﾘリ
参 3８．３２０ [ＩＤ高TI:齢折岨川促進峡（民） ㈹ liilNl割合の』Q【ｊＺる聡111茂務１１Ｉ没
によ
4６ 衆 卸．５．１６ ｢(､］＿'二 ③ I`Ｉ上
5１ 衆
４１．３．３０
`1１．２．１６ lil上
刷lI1jtI煎扶 ⑫
ＭＬ
5５ ･１２．４．２４ IiHIⅡ促進DlmtIll法の一部【H（ ⑲
5８ 衆 4３．，１．１８ 身体陣1F尚ＭⅢ促進jjsの－
部改1Ｋ（#l） ③
服lIl3I1の?'｣:けと〃：
定化．雇NlIH研の強
化
6１ 4４．３．３１ 職泰訓H1法 ⑰
6５ 4６．２．１６ 中i1W齢肘のlnWIlの促進に
閃する狄iド ⑪
6８ 衆 1１７．４．２０ 緊急MI11宏旋臨0ｹlH批怯
(社） 010
ｲﾄ定'1i定業種からの
離職打に対するlﾘ就
職のINI麺等の特別ｌＨ
例(５年の１１』時扶）
7１
衆
０１８．３．Ｍ
4８．１．１９ 同上
屈川対ｉＷﾉﾐ及び腿）１１促進１（
業1N法の一部政lＥ ⑫
６，
高EMf，身障者のた
めの施策充災．移0面
就職一行1N住宅筒Djbj．
７５ 参 5０４．１ 母子家庭の〃等のliil川の促
進にI１０する特別ＩⅡ閥iA(公） 俗
埴Ⅱ】率の設定等によ
るI1jf家蝿の母輔の
liilIJl腿助
7６ 衆 50」113 雇１１１及び失醗対煎緊急1冊園
法（社） ⑭
失業Ｗｔ額の墹額，
失対111業の拡大，人
Ifl解刷の制限，不払
1t金に対する拾閃淳
7７ ５１．‘１．２１ 身体陣WhlM川促進法及び
`I1irHII;齢肘報の属ⅢIの促巡
にＩＭＩする1Ｉ別}him法の一部
改iI：
⑫
身体障害肴順111納付
金制度の創投．耐船
荷脳Ⅱl率制度のIⅡ役
等
8０
衆
衆
５２４．］
5２５．１７
属111保険等腔苅1$例扶(社）
母子承庭のIij輔である助労
婦人の凧IⅡの(u進化閃する
特別１月風ﾉﾊ(》ｌ・公・）t）
⑮
⑪
失業給付の給付11敗
の廷lと等給(､l内f;の
４A(善
人等
失対噸業の紘
5011:公明党案と１１ぽ
151じ
８１
衆
参
5３．３．８
5３．４．５
5３．５．８
雇川対簸"囚の一郁改112（社）
届111におけるﾘ)次の平等取
扱いの促辿に関するiAiIt
(社）
職梁川棟1Aの一部改正 ⑫
⑲
⑳
太、\扇のIiMWI．
それに対する知りlＩの
勧告制創投
不平等取扱い禁１１己と
救済I6圏
(12）
番ILI
号令 腕の別 ｉｆ提）】１１案 ＩＡｆｉ提１１１案(饗１１腱提案を念む） ｄｋｌＷｌｌｌｌｌＩ案 服過 偵考
8５ 衆 53.4.14 IhIllⅡ対簸法の一郎,11(j［（１１） ⑰
8７
衆
５１．２.”
５１．３２
)ｉ
し
り
fI;#I及び'１】高lr齢怖の願
人れのIliiWの制剛毎に閃
ろiAiF（公）
定Ｔｌ:利及びullKW齢断の1Ｍ
い入れのlli否の$IiHl塀に閲
する肱iド（Ｉｌ）
⑨
⑯
65皮未満の
胴入れIliiIj
介Ⅱi否等跳
6U成未胸の
屑入れ純i7i
介Ni否の蛾
rlI:刺
職業Ⅲ
上尋
芭年告Ｉ
職業H１
l2等
8８ 衆 、９．１ lｉｉ
Ｏ
－ｊ
'111Ｍ及び
入れのＮｉ
ろ肱ilR（
Ijln5fI;IWfのliH
5のⅢ剛導に関
§）
⑨
９１ 衆
参
5５．４．８
55.4.17
55.4.18
5５．５．６
定ｲﾄﾞ制皮び【I】高lIf齢打の届
い人ｲlの施否の$卿輔に、
する松iIR（#ＩＤ公。ｊｔ
氏）
HdⅡ}対箙法の一郎Cl('1:(１１）
!'，商fI:齢者等のhiI川の促過
にUUする特ﾘﾘ撤Wlikの一部
'X(11K（Ｉｔｏ公。」ｔｏ瓜）
凧川における’1次の平等取
椴いの促進に関するＷ＊
(社）
⑬
⑰
③
⑯
65鮫未済の定年制．
届い入れHii｢i，職業
111介IIi否の1Ｍ２等
嗣砿の強化
53【l:提１１１法と！`Iじ
(２１キリ疋業Ni，孤種，轍域．地域のための立眺
(ｲ）１ＭＷ)l〔関係
番【ｑ
号会 暁の別 fド提ｊＩＩｌ案 ;Ｊ１且Ｉｈｌｌｌｌ案(姿１１長提案を念⑪） 政府蝿１１１案 経過 Nｉ者
” 衆 32.11．イ IkmiI(関係､､職衙等腔時措
UH法（社）
③
28114
会で
⑰
対砿M1烈会股孤．敏
業補導、仇宅報の特
別NIH，↑１$別怜付金
の支給
2８ 衆 3３．４．８ ｑＷ)M関係飢職打輔臨0ｹ楢
囲法（内閣曇ＫＭ４） ⑰
ほぼ同上
31 衆 I`l」ＬＩＡの一部政jI：（11）
⑲
協鍋会への1111〃局投
極，特別Ｗｌ金の対
象拡大等
3８ 衆 ３６．５」０ １０１k法の一ＩＨＩ政h［
(１１１閣委１Ｍ&〕 ⑲
4０ 衆 ３７．４J９ 1,J｣:"$の一郎改正（Ⅱ）
⑪
特別Wil金支給要件
援fllと。ＡＩ!入れ咽粟
主への服１１１奨励金
4３
衆 3８．１．２０
38.3.20
１，】上
IMiml(郎敏荷等PIA0ｹＩＭＴ法
の一郎改正
⑪
⑱
Iii］１２
特別給付金対敗者の
範囲拡大
|要 ＭＩｒＬ１ｐ０戯１０ｌＷＴの火俺垪
Ⅱ’【【ｌ｜岬ＥＩＩ 雨－．１F１
１１
馬
(13）
砧１９
;)会 暁の別 年促ｊｌｍ案 塾１１挺ⅡＩ案（姿１Ｍと腿案を含む） ｡ｋ府腿１１１案 雅過 備灘
4４ 衆
兜.１０１７
3９．２．８
nＭW､(労no肘のＭ)Ⅱ,堤定に
閃する法iII（１t）
何１２
⑰
⑬
解liI1IblⅡ11．従職促進
''１問 実ｉｔ等
ｌｉＩ１２
4８ 衆
4０．３５
40‘1．２３
同１２
lHWW(関係離職荷等臨時１冊
PWAの一部攻11:(Ⅱ〕
②
⑨
同上
１１】央M1弧会への離職
肘代浅のnrlLIlIIlの
機会確保，就職Ⅱi柳
強化，就職促進手当．
1111111鍵IiI金制度ＩＩ股
零
5０ 参 4０．１１．４ 同Ｉ： ④ 同上
5１
衆
参
`1１．２１４
４Ｌ６．２３
4ｑ12.20
1t(W1I(力働箭の刷川安定に
側する法il《（#l）
IIElWjI(関係隠轍荷等臨時IH
例法の一部攻IIH
(｢１．Ⅱ．’③
81冊)l(鮒０，番等脳時借IｿI"：
の一部攻１１：（#1）
⑱
⑪
⑨
38(I:提111案と同じ
特別の２１職IIi邸，就
職促進手当、胴lⅡ奨
励金
40fI14）l衆錨院１１会
党提案ｊｌｉと同じ
5５
衆
4２３．２９
4２．６．６ Ｈ１制1M労働荷のＭ１Ⅱ安定に
INIするiAiII（社）
IILIWiI(関係Rl峨濁等臨0ｹ禍
汎iAの一部q((11： ⑫
⑥
5８
衆
43．】､３１
4３．３．１５ 同」２
同」も ⑳
③
6３ 衆 ４５．２２】 同一上 ③
7１ 4８．２．９ 同一l： ⑰ 座域)k職活助YY川の支給
別 53.2.16 同上 ⑫ 法のｲﾘ効期１１１１廷lと
([ル炭鉱鋤ｌＵ者６０係
爵ＩＤＩ
号会 暁の別 |：提Ｉ案 讃１１提１１１梁(委１１氏提案を含む） 政１Ｗ腿１１１案 経過 傭ＪＦ
3３ 3ノ 11.10 炭砿離戯打M2時16ｌｘ法 ⑫
4０ 衆
ぷ Ｌ配
3７．３．９ 炭鉱，j働荷の肌Ⅱl安定にIlu
する賎9$惜面法（１t）
IUlIZihの一部攻jl？ ⑫
④ 解屈制'１１．，帳届H１の賎止ばど
4２ 37.12.8 ｉｍｌｌ= ⑰
4３ 38．Ｌ２５ 同」１
⑰
手松制度新投による
特別ｌＭＨｌ・軌賦促jug
手当輔
(Ｍ）
稀liI
I）会 暁の別 fI：ＩｕﾉＩⅡ衆 鶏ｌｌｌｕｌｌＩ案(姿llj（l咄獺を念１F） 政ｌiリｌＨⅡＩ衆 経過 1１１封
5］ `11.2.17 同」且 ⑰ 軌Ｈ１促進手当[l額の；|｣:げ
5３ iIL12.12 上 ⑫
5５ `１２ ３ " 同」 ⑳
６］ ｲイ ２ 1９ 何」 ⑰
７１ dI8 ２ ９ 同」 ⑰
8０ 5２ ２ 2１ 同」 ⑰
('9ｊ11門〃ハゥ者
稀、
l)会 暁の別 拠案雁ｌＩｌｊＩ 蝋ｌｌｌｕｌｌＩ案(姿IlltlI&衆を含む） 政府ｌｕｌＵ衆 経過． (《ＩＪＦ
1６ 衆 2８．７．３０ 港流労ｌＭｉ（Ⅱ）
⑬
戦，)できなかった港
簡伽仙材に保障手当
を支給するとと雌ど
2４ 衆 3１．５．３１ 港ini労働ｲｻの１１１１川安定に００
する法iI(社）
紗
池iili鋤働謝を三M1に
わけて１１WⅡ】の優先ＩＪＩ
位を投げ，そのうち
のlIi定倦ini労In打の
不軌難の岨合，不枕
難手当を支給
3１ 衆 、５．１１ 同上 紗 １面Ｉ上
3８ 衆 36.‘Ｉ ５ liil上 ,職 同上
4０ 衆 3７．３ ９ Iiリ上 ⑨ 同上
4３ 衆 3８．３ l】 Iiイ上 ④ 同上
4８ `１０．２ 1８ 港iiIi’Ijllb": ⑰
5８ 衆 `13．‘1．１８ 港滴労ｆＭｉの一郎改正（社） １１(衆主の恩録【１Ｍ港
iii力1M者以外の便ⅡＩ
禁｣I：
７１ ４８．２１６ 撚流弥働"iの一船改iI： ⑨
８７ 5Ｉ．２．１３ 何」２ ⑰
(ゴＩＤＩ７ｉ休労Ｈｊ者
硲国
号会 院の別 fI：腿）ｌ[ｌ栞 艶11提１１１獺(姿、'＆ｌｕ楽を含む） 玖川礎１１１，案 経過 价券
016 参 3９．３．７ 画7丁林勿仙者のlMjm安定に
閃ﾂﾞｰるiAill（１１） ③
鋤llMiの常ＩＪＩ化と冬
期休難のM1合の特Bリ
休猟手当$１
4８ ”参 `1０．３．７ Ii1上 ⑨ 同上
ＩＩＬ
’
零
Ｉ
(15）
而国
研会 晩の別 ＦＩｌｌｌ案 蛆１１提１１１案(姿１Ｍ＆腿案を含む） 政府ｌＩｌｌｌＩ案 経過 償ｊＦ
5１ 衆 4１ ２１４ lt1」： ⑮ 同上
5５ 衆 4１ ６ ６ 」 ⑭ 同」
5８ 衆 4３ ３ 1５ Iijl」 ⑰ ｌｈｌ」
6３ 衆 4５ ４ ２ 何」 ⑥ 同」
7１ 衆 4８ `Ｉ 1０ ItjlＩ ⑮ 同」
7２ 衆 4９ ３ 2９ 1【’１」 ④ Ihl」
㈱連投鋤働行
冊囚
B)会 暁の別 Tl：ＩＲｊｌＩｌ案 蝋１１腿１１１案(婆１Ｍと提案を含む） 政１１１提ⅡＩ案 経過 億名
7５ 参 50.3.28 雌１９F労■"《（社）
②
IWIl関係lｿI磁化の桁
lHoPII蝋kのliIl1金
を1M疎とする悪天候
手当報
7７
衆
51.216
5１．５．６ 同上
皿投劾働ffのＭ川の改涛等
に１ｍするiMI（ ⑫
⑱
(へ）その他
番【則
号令 暁の別 (l：腿ﾉＩｌｌ案 錨１１礎１１１束（姿111＆提案を含む） 政ｌｒｌ提１１１案 経濁 燗ｊ；
8２ 衆
52.11.1
52.11.麺
52.11.22
特定不況業種感１日箭跨DＩｌｌＩ
縦法（Ⅱ会労lIMIMl長）
AMlの旧川の促jlLに関する
4iillIj1H脱法（迎伯径ＢＭと）
IDI際I(1)｜
粟離職J
法（#lｆ
の崎1Aやに伴うiiiＩ
に関する賎時１N例
ﾂ)働盗１Ｍと）
⑮
⑰
④
8３
衆
52127
5２．１２．７
52.］２７
l｢’１1２
特定不侃難種R、衙臨0$1６
囲法（#上会弥働委11長）
川風の)iiIlllの促進に別･』･ろ
特別IAin法（運輸姿Ⅱ14）
⑫
⑫
G、
両戟j6k促進111閃．給
付金の支給等
失業の予防ＷＲ･再
就戚腿肋等に１１１Ｉする
8fIdi作成．竹別I哩助
怜汎等
就職促進給付金支給０
船11胆川促進センタ
ーによる雇川促進等
礪梁尋
F■
(16）
稀阿
Ｂｊ会
|院|％
ＩＩｉＩｌ１
ﾉｌ
iＩ案
53．（1.8$0
、３．？
１－
弧ｌｌＩｕＩｌＩ栞
(ｉＨｌＭＬＩｌｌ策を念（『） |“'`''峰’
(３１火難保障
朧ＮＬＩ
⑫
⑩
(Ⅲ澱
会冊暇 暁の別 ilZ腿'１１１獺 鐘ＩｌＩｊｌｌｌｌ鍔（海’1141岨:↑;を念む） 攻Ｈ１蝿１１１紫 脈iｕ (0け
2２．８．２８
2２．８．２８
火難手当法
失捌`保険"：
⑮
⑫
火難保険金の受納rT
Ihのない村に全馴１１１
)I(I1IIlの乎剖支納
５ 2`1．．１．２１ 失瀧ＩＲＩｿＷ８の一lMiIH(iI2
⑰
適Ⅲ紘人．IlllIl失楽
保険のIⅡ脳，紬ⅡlIl
の改協鞭
８ 2５．７．１５ 同」二 ⑳ [１Ｍ火保受Wi嬰件ｉｎ､１．１i,I時期【１敗IuI1iI
1３ 27.3.13 同」： ⑰ (M険料IIlの；｢ﾄﾞげ等
1６ 衆 2３７，３１ lWl1Ⅱ2811;６ﾉl及び７ｌｌの大
水Ｗの被ivju域にある11i難
ijfに川Ⅱ1さＩ'ている〃働村
にkける火難保険"《の迩川
の１ｹ例にＩＲＭ･る法iI（（水lIf
対束ＩＩＭ１姿lU4）
⑪
水郷にJ;り体躯１･ろ
〃(Ｍｉを火】klfとみ
jl[して"iをi』Ⅱ１１
2２ 3ｑ５．２６ 同上 ⑰ 通IⅡiiiUil拡大。輪11敗４段砧化報
2６ 3２．２．２０ 何．'二 ④
2８ 3３．．１．７ １台１」：
2９ 衆 3３．７．１ 火難保険金の脇Illl故にBＵ
ﾘ･ろ臨時lil靴法（社） ⑰
不況状況にAl応して
脇付11敗をZ１，１i的に
墹加
３１
衆
33.12.11
鋤．３.妬
I向Ｉ」：
lilll1保険法，勿働箭災啓愉
(IMMWliO火難保険":及び
１V[４Ｍ:金保険";の一部政il：
（社）
⑪
③
li】」二
社会保険のJ【人未満
１(難所への過'1１
3３ 衆
31.】1．５
34.11.12 IWlIl3Ilr7ノl及び８ﾉIの水
l0fXItliiIf1:８ﾉI及びＯ凡の
111水桝にlHlﾘ･ろ失乗保険$ウ
例法(社）
ＮＩＩⅡ鋼年７）I及び８）jの水
{Bljliびに同年８']及び９ｊＩ
の風水害に関する失業保険
特例法
⑳
⑯
碗の別 政府腿１１１案
特)i
ilIi」
不況1ｌｂ域鰍倣満腔０$Ili
一腕の別一
１
１，
‐
ＩF’
虎
T１
－－ｌ
②ｌ剛:１１K
脇ｌｌＵＩ
(17）
番阿
号会 腕の別 年腿ｊＩＩｌ案 ｕＩ且ｌｌｌＩｌＩ案(幾１１艮腿案を含む） 政ﾘｲｨ提ｌⅡ案 経過 備考
3３ 衆 3４．１２．２１ 火難保険法及び倣梁安定法
の一脇改正（(1) ⑰
31IDI会で成立
3』Ｉ
衆
35.3.16
釧.12.21
失飛保険法及び敏乗安定法
の一部改正（社）
失業保険及び職離安定法の
－部改正（目）
⑨
⑫
給付[1敗，ＩＷｉの増
加と広域職粟播動の
突施およびその場合
の納付[1敗llOOEtlBi
支度金患1ｍｿi段
保険*l率。IfI服負担
161；|下げ０織粟訓練
受期哲。nGkA敏業紹
介を受けるfiの給付
11数延艮。就職支度
金刺新投等
3８
衆
3６．２．１５
3６．３．３１ 火案保険法の一郎'H(j［（社）
失砿係険依の一郎qItilH
⑲
11額A脇限度ﾘl上げ，
IIlml失保蛤(､1円容改
普
船側I]数。１１額の端
mとlPIjil(IilUl$〈端
4３ 3８２．２８ I(i］－ｋ
⑰
扶茂加卯．ｉｆ能習得
手当。奇Ii秤当。傷
Hjl給付金IMD【新設等
5１ 4１．２．１７ ｌｉｌ１」： ⑫ 【l岨失業保険金ロ額のり|｣こげ等
5５ 4２．．１．２８ 失莱保険法及び力働折災害
楠､岬険法の一部改正
)③ ５人未満Ｉ11東所への
通111拡大等
6１ `1１．３．４ ＩｉＩ」： ⑲ [応］上
６２ 41」2．］ Iiリ」二
⑰
１０１上と及川m【保険者
総(､'''数゜IIlij1失保
総｛IIAl窃收簡等
6８ 衆 `１７．３－９ liリ」： ④ 給付｝11.ＷＷ[1敗の改涛
7１ 衆 ｲ８．‘I」９ 同上
⑨
[I額の;I｣きI'等給付
1A1打改縛。保険料負
１１W､合の通11:化
7２ 衆
40.2.12
4９．３．２９ 火照lR険ﾉﾉ:及び伽IOMqiL険の
保険Ｉ1の微狐沖にＩＭＩする法
１１tの一郎改正（１１）
IMI１１保険法 ⑰
⑮ 給付率．輪(･I[]数，総(1期問の４２鷲等
7４ 49.12.111 ＭＩＩⅡ1V険法 ⑰
8０ 衆 52．'1.1 hWlll保険等践時ｷｹFliA（社）
⑯
不況に対応し、給付
期ｉｌｊｏ蛤1.111敗等を
鮭時的に改月
8７ 5１．２．１０ Ｍ川保険法の-111政IIH ⑫
(18）
肝国
、１
６;会
膣 年拠
）ｌ
ｒｌ案
雄Ｋ１挺１１１案“
(饗【Ｉ長提案を念む） 政肘腿１１１．案 lMjEl 傭／考
8７ 衆 ５１５５．２２ 失難手当法（社）
⑨
MIll保険"i｣二の給付
の受姶鐡lｉｆのない矢
難打に手当を支給
9１ 衆 ５５．４」７ ｌｉリ‐'二 ⑨ 同」二
1Ｖその他
冊回
Iy会 隣の別 fI：Ｉｕｊｌｌｌ案 蝋'１腿１１１衆(饗１１長提案を合（『） 政府ｌｌｌｌｌｌ案 椛過 備巧
１３． 参 2７．５２０ 労(1)企Ⅱ(法（fi派） ⑪
1５ 参 27.12 1３ 同一l： ㈹
1６ 衆参
28.6
2８．７
1５
Ⅱ
労働企111(法（社）
”1M金1,1(法（各派） 鵜
2２ 衆 3０．７．２５ ”H1打iii利共筋11川s法（社）
⑨
会11の死亡０疾病等
についてのlⅡnjt済
側撒
汎
衆
31..215
３１．５．１７ 労Ｈｌ行佃祉捷股爾金の1mⅡＩ
に1Vける法iｌ（#l）
〃lu保険濡査1Y及び，jfU保
険iWioI会"：
鋤
lWI:愉立金の111子分
をﾂjIM背のMlllLに述
川
2６ 3２．３．２２ ﾂjIMI祉４１刺Ⅱik ⑰
2８ 3３．２．１１ Ⅱ水〃ＩＭＩ会"： ⑰
３１ 衆
3ｲ．２．３
3４３．２６ 政府に対する不iIK:F段によ
る叉1A諭求の防I上郡にⅡUす
る肱１０を魔止り゛ろ"iiltの一
部改iIH（社）
IＩＤ'ＭＹ業jU職金JtFWA ⑫
鋤
一般職秘別llKh制の
鹿I上
3８ 36.2.16 !''小企雄ju厳命共済"iの一
部1M（ `，
Ｉ３ 38.3.30 政府に対する不iE手ljtによ
る文Iﾉ､i＃水のﾄﾞﾉilf輔にIIdjす
る肱iFを塊Ｉ上する〃iiIRの一
部iH(iIH
⑰
－A1職種ｶﾞﾘ１t金制の
廃112
`1６
39.23
３９．２.jI2
3９．１．２０
jjj側lVL険聯ﾂﾞｾﾞＷ及び〃他保
険帝f【合法の一部1M(iＨ
'１'小n
部政1１
瀧辿職位jt滴";の一
労lU災？;坊112Ｍ体尋にＩｌＵす
ろ"iil（
⑫
⑮
②
5１ ･１１．６．９ 11本助ｿj者住宅t(4会"：
(I11jiL，社会．民社） ⑲
助労呑むI）化も建設
等のﾉｰめの，勿働金
N(等のuIi'1による協
会の段立
(注）
（１）
１２１
非３Ｊ案公珈』､(Ｉ係立法，＄)11保険扶側係1k除外した｡
法案のI）l容は，倫潴欄に．鎖腕腿ⅡI策を１１１心にIWf逃したが．内秤がﾊﾘ知されているもの．および政IIVlu
lIl案のものはfi略した。ただし政肘ll1ll擁も鋼11提lll案との１１０皿でとくに伐宜と思われるｂのIilQ示し
た。
鰻【l樫１１１案欄のカッコ内11提衆鶏11の所IHI政党を示し，「I民＝I91IIlIL主党．社＝日本社会党．
兵＝日本jIi産党．公＝公明党，凪#I＝民;I:社会党，ｆＩ派＝各簸」胴捉獺を示す。
軽H』欄の略符l)の迩味は，それぞれ．つぎのとおりである。
⑫＝澱修iI2で成立.⑫＝蝋11怯正つき成立,鋤＝次IIKl会へ縦続審Trと拡ったもの`④＝廃築
となったもの．⑬＝'11回されたもの,④＝否決されたしの
水没は俄芳M1を除き．衆殿院iA制1i)。「IDI会制定法瀞讃婆２Ｍ名巻末にlIj鮫の「法Ⅱ1成立mKiaL「不
成立法iI1衆器狐経過」の没によった。
１
１
３
４
１
Ｉ
(5)
(19）
舟１５１
号会 暁の別 fI:礎）］日築 蝋１１提１１１案(径11及提衆を含む） 政府提ＩＵ案 経過 備考
5８ 衆 13.Ｊ1．２６ 社会保険〃勝:I:法
(111.会ﾂjlIj委11長） ⑫
社会
fil役
保険弥務｣:制度
６１ 4４．３．２５ 灯101保険の保険料の徴収等
に110J･ろ〃iiF CＤ
6２ 0141.12.1 同上 ⑰
6３
4５．３．３
４５．３．２`Ｉ
ＩＩＪ小企乗ill職金ﾉｾ済法の一
郊改iＨ
助jIjlll少ｌI;楓111法
⑰
⑰
ljl金ﾉﾘ額１１１．ＩＤＩⅡ(補
助の対象齢分り|き上
げ等
６５ 016‘２１３ 勤労打財旅形成促進法 ⑫
6８ 衆
4７．３．１４
４７．５.】９ 日本助ﾂｵｲf(ｌｉ宅！(I会ikの一
部I山脈（111設委Ｆ１長）
助対州人M1柾"： ⑫
⑲ 廸雄大臣の膳ff岨定の鮭Ｉ６等
7２ 4９．３．９ 勤労打M1産形成促進"&の一
部改 鯵
財形I「薪範囲拡大，
1M形納付金制度の6Ｉ
段等
7５
5０．２．１３
5０２．１５
同上
１１】小企業辿職金）し済"；の一
部llh
⑫
⑰
同上
ll1金川訓，国１１(【Mn
額１１１．通抑要件鰻F１
等
8１ 衆
53.2.16
5３．５．９ 社会1M険労ilj士"iの一部改
(》1余”側委11{と）
Iiil上
⑫
⑫
1M形ﾉﾊﾞ金股立,蛤
金制度。MifT1Fl庇額
雌)沖
難澗の追加，拭験ﾘｨ
ﾛの迫tll．#I会保険
鋤研士会，ｌ耐】巡合金
段立淳
9１ 5５．２１２ 【ID小企撫退戟金共済法の一
部改iピ ⑫ 適川範陽Iは火．１１}金ｊ】額，Iiill紅１１１１地等
